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序

私たちの郷土、熊谷市 には、私 たちの祖先が営々と築いてきた、文化の証である埋蔵文化

財 をはじめとする貴重な文化財が豊かに保存 ・伝承 されてきてお ります。 こうした文化財 は、

地域の歴史 ・文化 を今 日に伝えるばか りでな く、地域の個性の一部 とも言 うべきものであ り、

今 日における熊谷市 の発展やその過程を雄弁 に物語 っていると申せ ましょう。 ともすると、

私たちは安全で快適な生活 の実現に性急なあま り、私 たちを育んできた地域の文化遺産のあ

りがたさを見失いがちですが、私 たちは、地域全体で こうした文化遺産を継承 し、次世代へ

と伝え、さ らに豊かな熊谷市の形成のための礎 としていかなければな らない と考 えていると

ころでございます。

さて、前中西遺跡は熊谷市末広 四丁 目他 に所在する弥生時代か ら平安時代の遺跡でありま

す。熊谷市の上之土地区画整理事業 に先立つ試掘調査 ・発掘調査によってその遺跡の存在は

知 られるところであ りました。そ して この度 この遺跡の範 囲内に大和ハウス工業株式會社 に

よって共同住宅建設の計画が もちあが りました。そ こで、熊谷市教育委員会は開発業者側 と

遺跡の保護 と保存の方法 につき慎重 に協議を重ねて まい りましたが、 どうして も破壊 を受け

る部分 に関 しては記録保存の措置 もやむ を得ないとの結論 に達 し、急遽熊谷市前中西遺跡調

査会を設立 し発掘調査を実施いた したところでございます。

本書は、平成10年8月 か ら9月 に実施された発掘調査の成果 をまとめたもので ございます。

本書 を、埋蔵文化財保護 に関する資料 として、また学術研究の基礎資料、あるいは学校教

育や社会教育の参考資料 として広 くご活用いただければ幸いに存 じます。

最後 にな りま したが、発掘調査か ら本書の刊行 にいたるまでご指導、ご協力をいただきま

した埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課をは じめ、大和ハウス工業株式會社埼玉支店、並

びに地元関係者各位に厚 くお礼申し上げます。

平成11年3月

熊 谷 市 前 中 西 遺 跡 調 査 会

会 長 飯 塚 誠 一郎
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例 口

1本 書は、埼玉県熊谷 市末広 四丁 目2501番7他 に所在す る前 中西遺跡(埼 玉県 遺跡番 号59-107)

の発掘調査報告書 である。

2遺 跡名 の略号 はMNN(DW)で ある。

3本 調査 は、共 同住宅建設 に伴 う事 前記録保存 のた めの発掘調査であ り、 熊谷 市前中西遺跡調査会が

実施 した。

4本 事業 の組織 は、1章 のとお りである。

5発 掘調査期 間は、平成10年8月17日 ～平成10年9月16日 である。

整理 ・報 告書作成期 間は、平成10年10月1日 ～平成11年3月31日 である。

6発 掘調査 の担 当は、熊谷市教育委員会 吉野 健が、本書 の執筆 ・編集は、吉野 健が行 った。 また、

熊谷市教育 委員会社会教育課職員の支援 を受けた。

7発 掘調査 及び遺物 の写真撮影は、吉野 健 が行 った。

8出 土遺物 は、熊谷市教育委員会で保管 している。

9発 掘調査 及び整理作業 の参加者は、以下の とお りである(敬 称略、五十音順)。

天沼由起 子、池 田文江、金子晴美、佐藤春江、杉 崎君江、鈴木千豆子、関根愛子、松 沢正子、 山田

実、 山本綾 子、龍前幸子

10本 書の作 成にあた り、下記 の方 々及び機関等か らご教示、 ご協 力を賜 った。記 して謝 意を表 します。

(五十音順)

大里郡 市文化財 担当者会、埼玉県教育局生涯 学習部文化財保護課
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凡 例

1本 文 中、遺構 の表記記号は、次 の とお りで ある。

SX… 竪穴遺構、SK… 土坑、P… ピ ッ ト、SD… 溝跡

2各 遺構の番号は、整理作業の段 階で変更 した。ただ し、一部は発掘調査時 に付 した もの を用いた。

新 旧対照表 につ いては、第1表 に示 した。

3土 層断面 図中の表記記号は、次 の とお りで ある。

S… 川原石、P… 土器

4遺 構挿図 の縮尺は、次の とお りである。

遺構 全測 図 …1/200、 遺 物分布 図 …1/40、 竪穴遺構 ・土坑 ・ピ ッ ト ・溝跡 …

1/60

5遺 構土層断面 図及びエ レベーシ ョン図のポイ ン トの標高は、すべて24.200rnに 統一 した。

6遺 物実測 図の縮尺は、すべて1/4で ある。

7遺 物実測 図の中で、 中心線はす べて実線で示 し、遺物観察表 にできる限 り残存率で示 した。 また、

土師器 の断面 は白抜 き、須恵器 の断面 は黒塗 り、ス クリー ン トー ンは赤 色土器 を示 して いる。

8遺 物観察表 の凡例は、次の とお りである。

法量 の単位 は、cmで ある。 また、推定値 は括弧付 けで示 した。

色調は、 『新版標準土色帖』(農 林水産省農林水産技術会議事務局監修1997年 版)に 照 らし最 も近

似 した色相 を示 した。

第1表 遺構番号新旧対照表(左:新 番号、右:旧 番号)

竪穴遺構 土 坑 ピ ッ ト
14 10 溝 跡
15 6

1 1 1 3 1 24 16 4 1 1

2 2 2 2 2 22 17 5

3 3 3 1 3 23 18 3

4 4 4 SXO5 4 20 19 2

5 6 5 SXO7 5 19 20 8

6 9 6 SXO8 6 18 21 7

7 17 22 9

8 16 23 21

9 15 24 27

10 12 25 26

11 11 26 25

12 14 27 1

13 13
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1発 掘調査の概要

1調 査 に至る経過

平成10年6月12日 、地主棚沢秀男氏から熊谷市教育委員会教育長あてに、熊谷市末広四丁 目地内の共

同住宅新築工事予定地における埋蔵文化財の所在及び取扱いについて協議があった。

工事予定地は、周知の埋蔵文化財包蔵地 「前中西遺跡(Nα59-107)」 にあり、棚沢秀男氏あてに当該

地は周知の遺跡が存在する地域のため、事前に埋蔵文化財の詳 しい所在を確認するための試掘調査を必

要とする旨回答 した。

そ して、その回答をうけて再び棚沢秀男氏から平成10年6月22日 付けで埋蔵文化財の所在を確認する

ための試掘調査依頼をうけた。そのため、平成10年7月2日 に試掘調査を実施したところ、4本 の試掘

トレンチの全てで、弥生土器、土師器、須恵器が検出されたため、平成10年7月6日 付け熊教社収第

332号 で棚沢秀男氏あてに下記のとお り回答した。

当該地は、現状で保存するか、又は埋蔵文化財に影響を及ぼさない方法での開発が望ましいです。

やむを得ず埋蔵文化財に影響を及ぼす場合は、文化財保護法第57条 の2の 規定により事前に文化庁

へ埋蔵文化財発掘届出を提出し、記録保存のための発掘調査が必要です。

その後、保存策についての協議を重ねたが、工事計画の変更は不可能であると判断されたため、一部

記録保存の措置を講ずることとなった。

工事主体者である事業主大和ハウス工業株式會社埼玉支店では、工事を9月 いっぱいで完了し10月 に

は入居予定であるとのことであった。 しかし、折 しも熊谷市は4月 定例議会が終了し、9月 定例議会で

の9月 補正予算の承認を得ても早くて10月 からの調査実施という状態にあった。 これは事業者に最低で

も約3ヶ 月の待機とその金利負担等 を強いることであった。そこで、熊谷市教育委員会では、すぐに調

査に対応できる人的余裕及び発掘関係予算の議会承認時期の二点を勘案 して、急遽熊谷市前中西遺跡調

査会を設立し、当該事業の待機期間の可能な限りの短縮と事業進捗の妨げの回避に配慮することとなっ

た。そして、平成10年7月28日 の役員会の承認を経て熊谷市教育委員会教育長岡嶋一夫(現 飯塚誠一

郎)を 会長に熊谷市前中西遺跡調査会を設立 した。

発掘調査は、平成10年8月4日 に大和ハウス工業株式會社埼玉支店 ・熊谷市前中西遺跡調査会間で埋

蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約を締結 し実施することとなった。

発掘調査に先立ち、大和ハウス工業株式會社埼玉支店長か ら文化財保護法第57条 の2第1項 の規定に

基づく埋蔵文化財発掘の届出が平成10年7月27日 付けで提出され、埼玉県教育委員会教育長か ら平成10

年8月25日 付け教文3-347号 で発掘調査の実施の指示通知があった。そ して、熊谷市前中西遺跡調査

会長は、文化財保護法第57条第1項 の規定に基づく埋蔵文化財発掘調査の届出を平成10年8月5日 付け

熊前遺発第4号 で提出し、熊谷市教育委員会はそれを埼玉県教育委員会へ副申を添えて進達した。副申

の内容は、共同住宅建物の工事部分は遺構確認面か ら30cm以 上の保護層を設け埋蔵文化財への影響を及

ぼさないとの意向が示されたことと、合併処理浄化槽埋設箇所及びその排水管工事箇所については保護

層が設けられないので発掘調査が必要な箇所と確認されたことである。さらに、前者については工事立

ち会いの指導が適当と思われるとし、後者に関しては部分的な発掘調査が必要 と申し添えた。
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発掘調査 は、 平成10年8月17日 か ら開始 した。なお、埋蔵文化財 の発掘調査 につ いての通知 は以下 の

とお りである。

平成10年8月25日 付け 教文第2-93号

2発 掘調査 ・報告書作成 の経過

(1)発 掘調査

前中西遺跡の発掘調査は、 平成10年8月17日 か ら平成10年9月16日 にかけて行 われ た。調査面積 は、

共 同住宅建設 に伴 う合併処理浄化槽埋 設等 によって破壊 をうける110rゴ であった。共 同住宅建物部分 も

遺跡の範囲内で あったが、遺構確 認面か ら30cmの 保護層 を設ける工法 による建築 のた め、破壊 を受 けず

に保護 され るの で調査 の対象か ら外 した。 ただ し、そ の建築 にあた っては、工事 立ち会 いを行 った。

平成10年8月18日 に遺構確認面 まで重機 による表土剥 ぎを行 い、そ の後遺構確 認ための精査 を行 い、

1頂次遺構 の調査 に着手 した。

途 中大雨 による調査 区の水没や湧水 に悩まされ調査 は困難 を極 めたが、平成10年9月16日 には調査 の

す べて を終 了 した。

(2)整 理 ・報 告書作成作業

整理作業 は、 平成10年10月 か ら開始 し、遺物の洗浄 ・注 記 ・復元 を行 い、遺構 の図面整理作業 を開始、

12月 か らは遺物 の実測 ・拓 本取 りと並行 して遺構の最終的な図面整理 を行 い、平成11年1月 には遺物 の

写真撮影、 遺構 ・遺物図面の トレー ス、遺構図 ・遺物図版組 を行い、2月 下旬 には、原稿執筆、割付を

して、報告書の印刷 に入 り、校正 を行 った後、3月31日 に本報告書を刊行 した。
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福島正美

氏家保男

鈴木敏昭

金子正之

吉野 健

(熊谷市文化財保護審議会委員)

(熊谷市教育委員会教育次長)

(熊谷市文化財保護審議会副会長)

(熊谷市教育委員会総務課長)

(熊谷市教育委員会社会教育課長)

(熊谷市教育委員会社会教育課副参事)

(熊谷市教育委員会社会教育課主幹兼文化財保護係長)

(熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主任)
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H遺 跡の立地 と環境

前中西遺跡は、熊谷市末広四丁 目2501番7他 に所在 し、JR高 崎線熊谷駅の北東約1.2km、 荒川か ら

北へ約2,0～2.5km、 利根川か ら南へ約7.0～9.Okmに 位置する。

前中西遺跡の所在する末広地区は、熊谷市の中央部付近東にあたり、櫛挽台地の北端及びその北 と北

東に展開する妻沼低地にある。櫛挽台地は、寄居町末野付近を扇頂に荒川の両岸に広がる洪積扇状地で

ある荒川扇状地の荒川左岸側の一帯が、浸食されてできたものである。そして、本遺跡が立地する妻沼

低地は、利根川及びその支流により形成された沖積地であり、熊谷市の大半を覆っている沖積扇状地の

新荒川扇状地(熊 谷扇状地)と 自然堤防が広がる地区に分けられる。本遺跡は、その新荒川扇状地の縁

辺部上、標高約24mに 立地し更地となっていた。現地表から遺構確認面まではおおよそ80cmの 厚さをも

っていた。

次に、本遺跡を中心に主に妻沼低地における歴史的環境の一端を簡単に見ていきたいと思う。

まず、旧石器時代から縄文時代であるが、この時期の遺跡の発見例はきわめて少ない状況である。旧

石器時代で知 られているのは、平安時代の住居跡の覆土中から出土した櫛挽台地上の籠原裏遺跡(地 図

中未掲載〉の黒曜石製の尖頭器が唯一の例である。縄文時代になると、櫛挽台地上さらには妻沼低地上

にも発見例が少々増える。妻沼低地上の寺東遺跡(地 図中未掲載)で は前期関山式土器が、櫛挽台地上

の三ヶ尻遺跡内の林遺跡(地 図中未掲載)で も前期黒浜式期の集落が発見されている。そして、同じく

三ヶ尻遺跡内の天王遺跡(地 図中未掲載〉では中期か ら後期の集落が発見されており、妻沼低地には石

田遺跡(地 図申未掲載)も 存在する。後期に至っては、前述の寺東遺跡で称名寺式期の埋甕を伴う土坑

4

羅 山地 ≡ 丘陵 國 台地 口 低地

第1図 埼玉県の地形
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等が発見されており、豊富な土器群が検出された入川遺跡や深町遺跡(い ずれも地図中未掲載)も 知 ら

れる。また、深谷市の自然堤防上でも発掘調査された中期後葉か ら後期の遺跡が存在する。 このことか

ら、熊谷市だけに限らず深谷市においても妻沼低地の自然堤防上に生活の場を展開していったことが窺

える。

一方、縄文時代晩期から弥生時代前半にかけての熊谷市内の発見例はほとんどないが、本遺跡の近辺

の北島遺跡で最近発掘調査により縄文時代晩期末から弥生時代中期の土器 ・石器が出土 し、新たな知見

となった。また、縄文時代晩期の深谷市の妻沼低地では、前時期の遺跡を継承した位置に再び集落が営

まれたようである。

次に熊谷市内において本格的展開の知られる遺跡は、現段階では弥生時代中期まで待つことになる。

須和田式期の再葬墓が16基(う ち3基 は県埋蔵文化財調査事業団平成2年 度調査)発 見された横間栗遺

跡(地 図中未掲載)、同じく須和田式期の壷が発見されている三ヶ尻遺跡内の上古遺跡(地 図中未掲載)

が知られる。再葬墓群や土器を伴う土坑が検出されている遺跡は、深谷市上敷免遺跡 ・明戸東遺跡、妻

沼町飯塚遺跡 ・飯塚南遺跡(い ずれも地図中未掲載)が 知 られる。上敷免遺跡では包含層から県内初の

前期遠賀川式土器が出土 している。そして、本遺跡 も当該期の遺跡として知 られる。今回の調査区の北

側上之地区の土地区画整理事業に伴う発掘調査により、再葬墓と方形周溝墓の2タ イプの葬送形態が近

接して発見されていて、特異な様相を示している。また、北島遺跡 ・平戸遺跡 ・行田市小敷田遺跡も同

時期の遺跡 として挙げられ、北島遺跡でも再葬墓や土墳墓群が、小敷田遺跡では関東地方で最 も古い段

階の須和田式期の方形周溝墓が検出されている。同時期の集落や住居跡が検出されている遺跡 としては、

池上遺跡 ・関下遺跡(地 図中未掲載)・飯塚南遺跡が存在 し、特に池上遺跡は環濠集落として知 られてい

る。そして池上遺跡や小敷田遺跡のような中核的な集落の周辺部に、天神遺跡 ・平戸遺跡 ・北島遺跡の

ような小規模な遺跡が形成されている。後期には妻沼低地の各地に遺跡が見 られ始める。明戸東遺跡 ・

妻沼町弥藤吾新田遺跡 ・中条条里遺跡内の東沢遺跡 ・行田市池守遺跡が存在する。明戸東遺跡 ・東沢遺

跡 ・池守遺跡では吉ヶ谷式土器が、弥藤吾新田遺跡では南関東系の弥生町式土器が出土 している。 これ

第2図 掲載遺跡一覧表

1前 中西遺跡2藤 之宮遺跡3諏 訪木遺跡4平 戸遺跡5成 田氏館跡6箱 田氏館跡

7河 上氏館跡8八 幡上遺跡9出 口上遺跡10出 口下遺跡11肥 塚中島遺跡12肥 塚館跡

13熊 谷氏館跡 工4天神前遺跡15兵 部裏屋敷跡16御 蔵場跡17市 田氏館跡18久 下氏館跡

19万 吉西浦遺跡20村 岡館跡21北 西原遺跡22中 耕地遺跡23西 通遺跡24東 通遺跡

25土 用 ヶ谷戸遺跡26横 塚山古墳27奈 良東耕地遺跡28下 河原上遺跡29北 島遺跡

30天 神東遺跡31田 谷遺跡32上 川上東遺跡33天 神遺跡34中 条遺跡35中 条氏館跡

36光 屋敷遺跡37女 塚遺跡38鎧 塚遺跡39中 島遺跡40中 条条里遺跡41池 上遺跡

42小 敷田遺跡43池 守遺跡44星 宮皿尾遺跡45持 田藤の宮遺跡46弥 藤吾新田遺跡

1中 条古墳群A鎧 塚古墳B女 塚1～6号 墳C大 塚古墳II肥 塚古墳群 皿上之古墳群

IV玉井古墳群V坪 井古墳群VI石 原古墳群 冊村岡古墳群V皿 酒巻古墳群
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れら弥生時代の遺跡を概観すると、すでにこの時期には低地を利用した積極的な水田経営が行われてい

たと推測される。

古墳時代に入ると、古墳は台地 ・自然堤防等の微高地に形成され、集落は台地ばかりでなく低地帯の

自然堤防上にも営まれるようにな り、次第に遺跡数も増加傾向にある。前期では、妻沼低地に大きく遺

跡が展開している。池上遺跡 ・池守遺跡 ・小敷田遺跡 ・東沢遺跡 ・天神遺跡 ・北島遺跡 ・天神東遺跡 ・

中条遺跡内の雷電塚遺跡 ・行田市星宮皿尾遺跡 ・弥藤吾新田遺跡 ・中耕地遺跡 ・横間栗遺跡 ・根絡遺跡

・別府条里遺跡 ・一本木前遺跡 ・深谷市本郷前東遺跡 ・新田裏遺跡 ・明戸東遺跡 ・清水上遺跡(後 半8

遺跡は地図中に未掲載)等 がある。北島遺跡では住居跡が21軒 、横間栗遺跡では住居跡が3軒 、根絡遺

跡では住居跡が13軒検出されてお り、北島遺跡、根絡遺跡さらには弥藤吾新田遺跡等は比較的大規模な

集落と推定されている。小敷田遺跡では畿内や東海地方等の外来系の土器が多数出土しており、東沢遺

跡とあわせて河川跡から鋤 ・鍬をはじめとした多量の木製農具を出土 した遺跡として知られている。ま

た、最新の情報では北島遺跡からも当該期の木製農具が出土していると聞いている。また、雷電塚遺跡

では脚部に穿孔 のある高圷 ・器台 ・S字 状口縁台付甕等が、剣形等の滑石製模造品と伴に出土している。

墓域の存在 としては、小敷田遺跡 ・上敷免遺跡 ・深谷市東川端遺跡(後 者2遺 跡地図中未掲載)等 で方

形周溝墓群検出されており、各々17基 ・9基 ・5基 である。特に東川端遺跡第2号 方形周溝墓からはパ

レススタイルの大型壷が出土している。

中期の様相は、他の時期 と比べて不明な点が多いが、集落が大規模に展開していくのは中期後半以降

となるようである。北島遺跡 ・中条遺跡内の権現山遺跡 ・同遺跡内の常光院東遺跡等で遺構 ・遺物が検

出されている。北島遺跡では住居跡から須恵器の醜を模倣 した土師器小型壺が、権現山遺跡では出現期

の竈をもつ住居跡が検出され、把手付大型甑等が出土している。また、集落内の祭祀は東川端遺跡に確

認されてお り、遺物が集中分布 している谷にむかう斜面部で剣形の滑石製模造品が検出されている。ま

た、古墳に目を転じてみると、数こそ少ないが、妻沼低地の福川の自然堤防上に横塚山古墳が存在する。

これは、B種 横刷毛の埴輪をもつ前方後円墳(後 円部は一部欠損)で ある。

そして、後期になると遺跡は爆発的な増加をみる。台地ばかりでなく自然堤防上にもさらに積極的に

進出を図っていったようである。集落は、古墳時代後期か ら奈良 ・平安時代へと継続 して展開する大規

模なものが市内では目立つようになる。櫛挽台地上及び新荒川扇状地上では、樋の上遺跡(地 図中未掲

載)で 古墳時代後期か ら平安時代の住居跡が90軒 以上検出され、このうち古墳時代後期のものは14軒以

上を数える。また同遺跡内の上辻 ・下辻遺跡でも後期から平安時代の住居跡が50軒 以上検出された。三

ヶ尻遺跡内の天王遺跡や三尻中学校遺跡(地 図中未掲載)で も後期の集落が検出されている。一方妻沼

低地の自然堤防上には、北島遺跡 ・中島遺跡 ・光屋敷遺跡 ・池守遺跡 ・行田市持田藤の宮遺跡 ・諏訪木

遺跡 ・一本木前遺跡 ・東川端遺跡 ・深谷市新屋敷東遺跡 ・本郷前東遺跡 ・上敷免遺跡 ・深谷市城北遺跡

・飯塚南遺跡等が存在する。北島遺跡では6世 紀後半以降集落の規模が拡大し、広範囲に展開した状況

が確認されている。また、多量の黒色土器が出土 しているほか、いわゆる 「比企型」の杯等 も搬入され

ている。中島遺跡 ・光屋敷遺跡 ・中条遺跡内の常光院東遺跡等は、いずれも遺跡自体の規模が拡大 し奈

良 ・平安時代へ と長期にわたって集落が継続する特徴を示 している。現在調査中の一本木前遺跡でも後

期を中心に奈良 ・平安時代の住居跡が60軒 以上検出されており、当該期の祭祀跡 も発見され、折 り重な
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るように土師器杯等が出土し、それと伴に臼玉も出士している。

一方、古墳を見てみると群 を形成 して築造されているのがわかる。櫛挽台地上の別府古墳群 ・在家古

墳群 ・籠原裏古墳群 ・三ヶ尻古墳群 ・深谷市木の本古墳群、新荒川扇状地上の玉井古墳群 ・広瀬古墳群

・坪井古墳群 ・石原古墳群 ・肥塚古墳群、荒川右岸の段丘堆積層上の村岡古墳群、妻沼低地上の深谷市

上増田古墳群 ・中条古墳群 ・上之古墳群 ・行田市酒巻古墳群等が分布する(地 図中未掲載も含む)。これ

らは概ね6世 紀か ら7世 紀ないしは8世 紀初頭にかけて形成された古墳群である。本遺跡の北に分布す

る上之古墳群には墳丘の残る古墳が存在 し、また土地区画整理事業に伴 う試掘調査により多量の円筒埴

輪が出土する箇所が確認されており、さらなる古墳の存在の可能性を示 している。本遺跡の北西に分布

する肥塚古墳群では川原石乱石積 と角閃石安山岩切組積の2種 類の胴張型横穴式石室をもつ古墳が確認

されてお り、前者は荒川水系の石材、後者は利根川水系の石材と判断され非常に興味深い様相を呈して

いる。さらに北には鎧塚古墳 ・女塚1～6号 墳 ・権現山古墳 ・大塚古墳等か らなる中条古墳群が存在す

る。鎧塚古墳は全長43.8rnの 帆立貝式前方後円墳で、須恵器高杯型器台等(県 指定文化財)を 伴う墓前

祭祀跡2ヶ 所が確認されている。女塚1号 墳もやはり全長46.Omの 帆立貝式前方後円墳で二重周溝をも

ち、盾持ち武人埴輪等の人物埴輪が出土 した。築造年代は、前者は5世 紀末～6世 紀初頭、後者は5世

紀末に比定されている。大塚古墳は大型の胴張型横穴式石室をもち、側壁に角閃石安山岩、奥壁 ・天井

石に緑泥片岩を使用 してお り、7世 紀前半に比定されている。また東京国立博物館に所蔵されている武

人埴輪 ・馬形埴輪はこの中条占墳群の鹿那砥東古墳か らの出土と伝えられている。利根川の右岸に分布

する酒巻古墳群の酒巻14号 墳では、馬に旗を立てる道具である蛇行状鉄器 をつけた馬形埴輪等が出土し

てお り、渡来系の要素が多くみられる。そ して、櫛挽台地 上の籠原裏古墳群(地 図中未掲載)は 川原石

乱石積の胴張型横穴式石室を有する古墳群であるが、7世 紀末の築造と考えられる八角形の墳形をもつ

古墳の存在が知 られてお り、終末期の古墳の様相さらには幡羅郡の郡寺的な機能を有するとも考えられ

ている8世 紀初頭創建の西別府廃寺(地 図中未掲載)と いう初期寺院との関係においても見逃す ことの

できない発見である。また、広瀬古墳群中の宮塚古墳(地 図中未掲載)は 、上円下方墳という特異な墳

形を今に残 し熊谷市唯一の国指定史跡として知 られている。

古墳時代後半に自然堤防上の微高地に形成された集落の多 くは、増減はするものの奈良 ・平安時代へ

と継続されていく。奈良時代には、この地域も律令制体制に組み込まれていき、低湿地一帯では中条条

里 ・小敷田条里 ・南河原条里等条里制に関わる遺構の痕跡をとどめている。このころの中心的集落遺跡

は北島遺跡にみ られる。300軒 以上もの住居跡が検出されている大規模集落である。7世 紀から9世 紀

を中心に12世紀さらには中世にまで及ぶ集落であり、大規模な掘立柱建物跡 ・道路状遺構 ・河川跡等様

々な遺構 と遺物が検出されている。周辺に前述の条里制地域をひかえ地域の中核 となる典型的律令制集

落である。一方 小規模であるが、天神遺跡 ・中島遺跡 ・常光院東遺跡 ・光屋敷遺跡等の遺跡 も挙げるこ

とができる。 さらには7世 紀末か ら8世 紀初頭頃の稲の貸付けを記した 「出挙」木簡を出土 した小敷田

遺跡、整然 と配された9世 紀代の掘立柱建物跡群が検出された池上遺跡も存在する。本遺跡の東には古

墳時代後期か ら平安時代にかけての祭祀が行われた大溝が確認された諏訪木遺跡が存在する。祭祀関連

の遺物 としては、馬頭骨、管玉 ・切子玉 ・勾玉等のK類 、耳環、銅鏡、滑石製の臼玉さらには斎串 ・人

形等が上師器 ・須恵器 ・農具等の木製品と伴に出十してお り、村(地 域)の 祭祀である民間祭祀から律
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令体制下の祭祀すなわち国家祭祀へと祭祀形態が変化 していったことが確認された例 として注目される。

また平安時代の溝に区画された集落跡や大型の掘立柱建物跡、多数の灰粕陶器が検出されるなど特殊な

様相を示す遺跡である。最近、別府条里遺跡が広がる東別府地区の一本木前遺跡で11世紀初頭の住居跡

か ら瑞花鴛鴛八稜鏡が出土し、県内初の住居跡出土例 として注目されている。そして、 この八稜鏡に関

して言えば、北島遺跡の溝跡からも出土例がある。

平安時代末か ら中世になると、武蔵七党やその他の在地武士団の館跡が散在するようになる。中条氏

館跡 ・成田氏館跡 ・箱田氏館跡 ・河上氏館跡 ・肥塚館跡 ・熊谷氏館跡 ・兵部裏屋敷跡 ・市田氏館跡 ・久

下氏館跡 ・村岡館跡 ・皿尾城(星 宮皿尾遺跡)等 であるが、いずれの居館 も実態の判明するものはほと

んどない。その中で遺構の残 りの良いものの中に、中条氏館跡(県 指定史跡)が ある。中条家長の居館

で常光院及びその周辺が当て られており、常光院の境内に土塁の一部と堀を良く残している。 この他中

条氏関連の遺跡 としては、光屋敷遺跡 ・常光院東遺跡 ・権現山遺跡等があ り、 これらは主に中世前半の

館跡 と考えられている。光屋敷遺跡は、中条氏の祖 ・中条常光の館跡と伝えられている。発掘調査によ

って中世の井戸 ・堀跡 ・火葬墓等が検出され館跡の存在は確認されたが、出土遺物から室町時代までは

遡 らせることはできても常光の12世紀前半とは時間的隔た りが大きく、室町時代の館跡が存在 した とい

うところまでの確証にとどまっている。また、権現山遺跡は墓地機能をもつ遺跡であるが、元文三年

(1738>の常光院由来書に愛童を葬ったという記述があり、その塚は稚子塚 と呼ばれ権現山遺跡内にその

名を残 している。いずれにせよ、中世に関しては資料がまだまだ不足している状態で、今後の資料の蓄

積に期待されるところである。
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皿 遺跡の概要

1調 査の方法

発掘調査の方法は、1辺5mの グ リッ ド方式 を用 いて行 い、調査区全体 を網羅 できる様 に、北西隅 を

A-1と して南へ1・2・3… 、東へA・B・C… とし、Aラ イ ンは北か ら南へA-1・A-

2・A-3… と呼称 した。Bラ イ ン以東 もAラ イ ンと同様 に呼称 し、 グ リッ ド設定 を行 った。

発掘調査は、重機 による遺構確 認面 までの表土剥 ぎを行 った後、上記のグ リッ ド設定 を行 った。なお、

座標は国家座標D(系 に基づ く基準点測量 による。表土剥 ぎ後は、人力 による遺構確認 のための精査 を実

施 し、確認 され た各遺構は各々手掘 りを行 った。遺物は必要 に応 じて写真撮影 ・実測後、慎重 に取 り上

げ を行 った。遺構 も遺物同様必要に応 じて写真撮影 した後、実測 を行った。 そ して最後 に遺構全体 の写

真撮影 を行 い、全測 図の実測 を行った。

2検 出された遺構 と遺物

本調査 によって検 出された遺構は、竪穴遺構6基 、土坑6基 、ピ ッ ト27基 、溝跡1条 であった。遺物

は、土師器圷 ・高圷 ・台付甕 ・甕 ・壷、須 恵器杯 ・蓋 ・醜 ・横瓶 ・甕 ・転用 硯、石製紡錘車、砥石、鉄

製 品等が 出土 し、 コンテナ5箱 分の出土量であった。 いずれ の遺構 も古墳時代後期 を中心 に古墳時代前

期か ら後期 の遺物 を出土 した。遺構確 認面の直上 には、約6～10cmの 遺物包含層が存在 し、古墳時代前

期か ら後期 にかけての土師器 ・須恵器 が出土 した。

また、調査 区の所 々に撹乱箇所が確 認され、遺構が破壊 を受 けて いる箇所が見受け られ た。

IV遺:構 と遺 物

1竪 穴遺構

竪穴遺構 は、 総数で6基 確認 された。東西に長 い調査 区の西端 と中央よ り東側 にまとまって検 出され、

竪穴遺構相互 や土坑 と重複 関係 にあるものであった。第2号 ～第5号 竪穴遺構は まとまって、第1号 竪

穴遺構 と第6号 竪穴遺構 は、それぞれ単独で検 出され た。 ただ し、第1号 竪穴遺構は第1号 土坑 と、第

6号 竪 穴遺構 は第6号 土坑 と、第2号 ～第5号 竪 穴遺構 は相互 に及び第4・5号 土坑 と重複 関係 にあっ

た。 また、第2号 ～第5号 竪穴遺構 と第6号 竪穴遺構 は中間に麗乱箇所 を挟んでい るため不明であるが、

これ らは互 い に重複関係 にあった とも考え られる。いずれ の竪穴遺構 も方形な いしはそれ に近い平面プ

ランを呈 していた。深さ も、確認面か ら10cm前 後か ら20cm前 後 の間 に収 ま り、比較的ば らつきのない

ものであった。 さらに時期 も、 出土遺物か らいず れ も古墳 時代後期 と判断で き、概ね7世 紀代 に収 まる

ものである。 以下各竪穴遺構 ごとに詳細 を記載する。

第1号 竪穴遺構(第6図 ・第7図 ・第12図)

A-2グ リッ ドか ら検 出 した。遺構は第1号 土坑 と重複 していた。 ただ し、 断面観察上では本遺構内

で第1号 土坑 が本遺構 を壊 していることか ら、本遺構 内の土坑 として捉 えてお きた い。

平面プ ランは、調査 区域外 にのびて いることと…部撹乱を受けている関係で不明で あるが、方形状を
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呈 して いる と推測 され る。規模は、検 出東 西長300cm、 南北長250cm、 深 さ21cmで あった。

出土遺物は、土師器甕、砥石状 石製 品等 が出土 した。

時期は、古墳時代後期 と考え られる。

第2号 竪穴遺構(第8図 ・第9図 ・第12図)

E-2グ リ ッドか ら検出 した。遺構 は第3号 竪穴遺構 に壊 され、第5号 土坑 を壊 して いる。

平面プ ランは長方 形 と推定 され、規模 は、長軸は他遺構 との重複 によ り不 明、短軸130c臥 深 さ8cm

で あった。

本遺構内 にピッ トが1基 存在す る。 また、一部概乱 によ り壊 されている。

出土遺物は、土師器圷 ・高杯 ・甕、滑石製線刻紡錘車等が出土 した。

時期は、古墳時代後期 と考 え られる。

第3号 竪穴遺構(第8図 ・第9図 ・第12図)

E-2グ リ ッ ドか ら検出 した。遺構 は第4号 土坑 に壊 され、第2号 竪穴遺構及 び第5号 土坑 を壊 して

い る 。

L
SXO可

こ一 漸～
勿 笏 笏

A}

4董

笏懸 笏

第1号 竪穴遺構(A一 パ)

1黒 色粘質土75Yぞd(火 山灰少量、鉄分著干、遺物含む)

2暗 灰色粘土N-3〆

3オ リーブ黒色粘上5Y弓 〆1(暗灰色N3'帯 びる、炭化物若干、焼上ごくわずか、鉱分若

干含む)

4灰 色米占砂」二N-4〆ぐ砂質、鉄分若一P含む)

5第31曽iこ1局じ

第1号 竪穴遺構(B-3')

L黒 色粘質土7.5Y2!1(火lu灰 少量、鉄分若TF、遺物含む)

2暗 灰色半占:ヒN_3〆

3オ リーブ黒色粘士5Y剤(暗 灰色N帯 帯びる、炭化物着丁、焼[、ごくわずか、鉄分若

干含む)

4灰 色粘砂土N-4〆(砂 質、鉄分若干奮む)

第1弓 竪ン'〈遺構.第1}ナ ヒ坑

/青 灰色粘 質1:5PB.61i(火 山1災少臆 、鉄分 少鍛含 む)

2灰 色粘質.LN-6!(黒 色iN.2!多 量 に混 じる、火[li灰 多 量に含 む)

3灰 色粘質 二LN-51(黒 色士N-2沙 量 に混 じる、火 山灰少 量に含 む>

4灰 色粘質 土N一 斗〆(暗 灰色土N-3!ブ ロッ ク少 量 含む)

5黒 色粘質:ヒ75Y-21ユ(火 山灰少 鼠、鉄 分若 卜、遺物 含む)

6オ リーブ黒 色粘:ヒ5Y-3!ユ(暗 灰 色N-3/帯 び る、炭 化物若 干 、焼 ヒご くわずか 、鉄 分若

}含 む)

7灰 色粒 質土Nづ ノ(火 山灰 ご くわ ずか 含む)

8青 灰 色粘 質:ヒ 狸B-5!1ぐ 炭化物 含む>

9暗 青灰 色粘質1、5PB-4!1(遺 物 庸む)

10灰 色粘質LN.5!(灰 色 シル ト悼6!漉 じる、 火山灰君 「含む)

11灰 色 粘質 ヒN-5!(粘 性 強い)

12灰 色 シル トN.6!

02m
ヒ==-15。

第6図 第1号 竪穴遺構、第1号 土坑
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第7図 第1号 竪穴遺構遺物分布図

平面 プランは長方形 と推定 され、規模は、他遺構 との重複及び撹乱箇所 によ り壊 されているため、 長

軸短軸 ともに不 明で、深 さは16～24cmで あった。

遺構 の南端 の一部が落 ち込んで いる。

出土遺物 は、土 師器圷 ・甕等が 出土 した。

時期 は、古墳 時代後期 と考 え られ る。

第4号 竪穴遺構(第8図 ・第9図 ・第12図 ・第13図)

E-2グ リッ ドか ら検 出 した。遺構は第5号 竪穴遺構 及び第4号 ±坑 を壊 して いる。

平面 プ ランは、調査 区域外 にのび ることと一部撹乱 を受けている関係で不 明で あるが、長方形 と推 定

され、規模 も、前述 の理 由と他遺構 との重複で長軸短軸 とも不明で、検出南北長138cm、 深 さ13～19cm

であった。

出土遺物 は非常に多 く、土師器圷 ・甕 ・台付甕 ・甑、須恵器圷 ・転用硯等が 出土 した。土師器杯 の中

には放射状 の暗文が施されているものが あった。

時期は、 概ね古墳時代後期 に該 当す るが、一部土師器台付甕は古墳 時代 中期 の所産 と考 え られ る。

第5号 竪穴遺構(第8図 ・第9図)

D・E-2グ リッ ドか ら検 出 した。遺構 は、第4号 竪穴遺構 に壊 されている。

平面プ ランは、調査区域外 にのびる ことと他遺構 と重複関係 にあ ることか ら不 明であるが、方形状 を

呈す と推定 され、規模は、検 出南北長53cm、 深 さ13cmで あった。

出土遺物は、 土師器高杯 ・甕等 が出土 したが、 図示可能な遺物ではなかった。
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第2・3号 竪外こ遺構 、第4・5号 土 ‡充

1灰 色土N.4!〈 焼土 、火 由灰多 量、小石 少量 、鉄分 含む)

2暗 灰色粘 質土N-31(若 干 シル ト質)

3灰 魚土N-4!とN-5!の 中間色(火 山灰 少量 、小石 少箆、鉄 分少 量含 む>

4灰 色土N-4!(炭 化 物 ・焼土少 量、火 山灰少 量、礫含 む)

5灰 色土N-4!(火 山灰若 干含む)

6暗 青灰色 土5PB-4!1(火 山灰 若干 、鉄分含 む)

7灰 色土N-5,'(灰 白 色砂質土75Y-7〆2ブ ロック多 騒、 炭化物 、火 山灰若 干、鉄 分少 量含

む)

8灰 色粘質 土N-51(炭 化 物、火 山灰 ごくわずか 、礫 、鉄分 ご くわ ずか含 む)

9黒 魚土N-2!(炭 化 物 ・燐:ヒニ、火 山灰多 量、礫 、鉄分 著干 、遺物 含む)

10灰 色土N-41(炭 化 物 ・焼土 、火山灰 若干、鉄 分若 干含む)

11暗 灰色 土Nβ1(炭 化 物 ・焼土 、火 山灰 少量 、礫會 む)

12灰 色粘 質土N-4!(灰 色5Y-4!1帯 びる、炭 化物 ・焼土 、火 山灰若干 、礫含 む)

13暗 灰色 粘質土N.31(遺 物含 む)

ユ4暗 灰色粘 質土N-31(暗 灰黄色 土25Y-4!2混 じる、鉄分 、遺物 含む)

15オ リー ブ黒色 粘質 土5Y.311(遺 物含 む)

16暗 灰色粘 土N-3!

17オ リー ブ灰色 砂2.5GY-6!1

18暗 灰色粘 土N-3ノ(粘 性 強い 、焼.七若干 含む)

第4・5号 竪 グく遺木薄

1オ リーブ黒 色土5胎3!:L(炭 化物 ・焼土 、火山 灰少 量、遺物 含む)

2オ リーブ黒 色土7.5Y-3!1(炭 化 物 ・焼土 、火山灰 若干 、小 さい礫含 む)

3灰 色 士 三〇Y-4!エ(火1ユ恢 少量、 鉄分、遺 物 含む)

第3号 竪穴遺 構、第4号 土 坑

1黒 色 ±N,2!(炭 化物 ・焼ま二、火山灰 多量 、礫 、鉄分若 干、遺物 含む>

2暗 灰 魯土N-31(炭 化物 ・焼土 、火 山灰少 量、礫 含む)

3灰 色 土N-51(炭 化物 ・焼士 、遺物含 む)

4灰 色 粘質土N-41(灰 色5Y-411帯 びる 、炭化 物 ・焼 土、火LI1灰 若干 、礫含 む>

5オ リーブ黒 色粘質 土5Y-3!1(遺 物含 む)

6灰 色 粘質土N-4/

7オ リーブ黒 色粘質 土5Y-3q(焼:ヒ 、 火山灰 ごくわずか 含む)

8暗 灰 儀粘質 圭N-3〆(暗 灰 黄色土25Y-4!2混 じる、鉄分 、遺物含 む)

9灰 色 粘質土N謝(炭 化 物 ・焼 土、火 山灰 ご くわ ずか含 む)

10灰 色米占質 ゴニN-4!

11灰 色土10Y4〆1(炭 化物 ・焼土 、火山灰 ごくわずか 、遺物 多量 に含む)

12灰 色土7.5Y-4〆1(炭 化物 ・焼土 、遺物 含 む)

13灰 色土75Y-4!1(灰 色土N.41ブ ロック、 炭化物 ・焼土 含む)

ユ4暗灰 色土N.3!(炭 化物 ・焼土 、火 山灰 ごくわず か含 む)

15オ リー ブ黒色土5Y-31ユ(灰 白色砂10Y-7/2ブ ロック 、炭化物 、鉄分 含む>

16灰 儀粘質 土10Y-4!1(灰 白色砂質 土7,5Y-7!2ブ ロック少 量、鉄分 少量 含む>

17灰 色土N-4ノ(炭 化物 ・焼土 、小 さい礫、 火山灰 ごくわずか含 む)

18灰 色 土N-51とN-5!の 中間色(灰 白色砂 質土75Y.7/2多 量に混 じる、炭 化物 ・焼土 、礫

含 む)

19灰 色粘質 土10Y-411(灰 白色砂質 」二7.5Y-7!2ブ ロック少 量、鉄分 少量 含む)

02m

ヒ=====士=====二 二」1、。⑪

第8図 第2～5号 竪 穴 遺 構 、 第4・5号 土 坑
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第9図 第2～5号 竪穴遺構、第4・5号 土坑遺物分布図

第6号 竪穴遺構(第10図 ・第11図 ・第13図)

F-2グ リッ ドか ら検出 した。遺構 は第6号 土坑 に壊 されている。 また、第24号 ピッ トと重複 してい

たが、新 旧関係は明 らか にできなかった。

平面プ ランは、撹乱 を受けていて不 明で あるが、方形状 を呈す と推 定され、規模 は、検 出長軸220Cln、

短軸は不明、深 さ16cmで あった。

遺構内 に、浅 い土坑状 の落ち込みが4ヶ 所確認 された。

出土遺物は、土師器杯 ・甕等が出土 した。

時期は、古墳 時代後期 と考 えられる。
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第6号 竪 穴遺構 、第6号 土 坑

1黄 灰色 土2.5Y-4!/(灰 色上N-4ノ ブ[コッ ク多 量、灰 色粘砂 土75Y-611ブ ロック少 蚤、 火山

灰少 量、鉄分 多量 、遺物 含む)

2灰 色粘 質土N-51(若 干 シル ト質 、灰色 粘砂 土7,5Y-611ブ ロ ック少量含 む>

3灰 色粘 質土N-51

4灰 色粘 質土N-5!(灰 色粘砂 上75Y-611ブ ロ ック若干含 む)

5灰 色粘質 士N-41(灰 色粘 砂土7.5Y-6/1ブL:1ッ ク多 量、炭 化物含 む)

6灰 色粘 質よN-4/

7暗 青灰 色土5PB-411〈 灰 色粘砂上7.5Y,6〆 董ブロッ ク若 干、炭 化物 ・焼士 、火山 灰若干 、

遺物含 む)

8灰 色 粘質 一ヒN-5!

9灰 色 粘質土N-4!(灰 色 粘砂土75Y-611ブ ロ ック、炭化物 含む)

10灰 色粘質 土N-51(灰 色粘砂二L75Y-6!1ブ ロック、炭化 物 ・焼 土食 む)

第25・26号 ピ ッ ト

1灰 色粘 質土N.4!(灰 色 粘砂士75Y-6〆1小 ブ ロック、炭化 物 ・焼土 、遺物 含む>

2灰 色 半占質」ヒN-5!

3灰 色粘 質土N-4!

4灰 色 粘砂土75Y-6!1

5灰 色粘 質土N-5!(灰 色 粘砂土75Y-611若 干 、炭 化物 ・焼 土、 遺物含 む)

02圭n

-1、 、。

第10図 第6号 竪 穴 遺 構 、 第6号 土 坑 、 第24～26号 ピ ッ ト

4

ヲ

鞍

1m
-1:40

第11図 第6号 竪穴遺構、第6号 土坑遺物分布図
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第13図 第4・6号 竪穴遺構出土遺物

第2表 第 嘩～4号 竪穴遺構出土遺物観察表(第12図)

0
ヒ_一 一一一 一皿1

番号 遺構名 器種 法 量(cln) 手法 ・形態の特徴等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

1 SXO1 甕 口 径15.9 口縁部内外面 は ヨコナデ。 口唇部は平 細粒 砂、中粒砂 、 外面:に ぶい機色 良好 口縁部 外面に黒

頸 部径13,3 坦 であ る。胴部外 面はナナ メ方向 のへ 粗 粒 砂、黒 色 粒 5YR6/3、 の70% 斑 あ り。

残 存高7.0 ラケズ リ。胴 部内面は ヨコナデ。 口縁 子、白色粒子、褐 褐灰色5YR-4/1

部は くの字 に外反 して 立ち上がる。 色粒子含む 褐灰色10YR-4/1

内面:灰黄褐色

10YR-6/2

2 SXO1 甕 胴部 径(16.2) 胴部外面は タテ方 向のヘラケズ リ。 細粒砂、中粒砂、 外 面:に ぶい榿色 良好 胴部破

綱部 内 面 は ヨコナ ナ メ方 向 のヘ ラナ 白色粒 子、黒 色 2.5YR-6/4、 片

デ 。 粒子、雲母含む にぶい黄機色

胴部は ほぼ垂直 にお りる。 10YR-6/3

内面:灰黄褐色

10YR-6/2

3 SXO1 砥石 長 さ8。3 平 面は長 楕 円形 で、対 面す る2面 が平

幅4.3 滑 になってお り砥 ぎ面 として使 用され

厚 さ4.9 た と思 われる。

重 さ200g 石質 は砂 岩。
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番号 遺構名 器種 法 量(αll) 手 法・形態 の特 徴等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

4 SXO1 砥石 長 さ7.3 逆三角形の石の相対する二面に砥ぎ面

幅3.0 に使用された と思われる平滑面があ

厚 さ2.3 る 。

重さ97g 石質は砂岩系。

5 SXOl 石製品 長 さ9.0 平面形が二等辺三角形の弾丸状の石製

幅4.0 品。 表面は比較的平滑 である。

厚 さ2.2 石 質は砂岩。

重 さ115g

6 SXO2 杯 口 径(12。0) 口縁部内外面はヨコナデ?体 部外面は 細粒 砂、中粒砂 、 外面:に ぶい機色 不良 10%以 器面粗 い。
残 存高3.3 ヘ ラケズ リ。体部内面 はナデ。 白色 粒 子、雲 愚 7.5YR-6/4 下

口縁 部はやや 内湾ぎみ に立つ。体部 は 含む 内 面:燈 色5YR一

やや平底 ぎみの丸底。 6/6

7 SXO2 甕 底 部5.0 胴部 ・底部 とも外面はヘ ラケズ リ。 細粒 砂、中粒砂 、 外面:明赤褐色 良好 底部の
残存高L5 内面 には指頭圧痕 あ り。ヘ ラケズ リの 細礫 、白色粒子 、 2.5YR-5/6 み

た めや や 円錐形(中 心の とが った)の底 黒色粒子含む 内面:に ぶい榿色

部で ある。 7、5YR-6/4

8 SXO2 紡錘車 狭面径3.6 狭面及び広面に軸孔から放射状の線刻 明緑灰色7.5GY 50%

広面径5.3 が施 されてい る。 さ らにふち にそ って 一8/1を呈 すが 全

厚 さ 】.2 円を描 く線刻 が施されて いる。 体 が 酸 化 し、に

(中央 最大) 断面はやや くびれた台形 を呈す。 ぶい黄褐色10

孔 径0.75 石質は滑石。 YR-5/3を 呈 す

重 さ20g

9 SXO3 杯 口径(1L8) 口縁部内外面はヨコナデ。底部外面は 細粒砂、粗粒砂、 外 面:に ぶい褐色 普通 口縁部 外面に黒
残存高2.9 ヘ ラケズ リ。 白色粒 子、雲母 7.5YR-5/4 の10% 斑 あ り。

口縁部 は2つ の段 をもち、外反 して直 含む 内面:榿 色5YR 内外面と
立す る。 口縁 部 と底部 との境 にわず か 一6/6 も赤彩あ
な稜があ る。底部 は丸 底ぎみ。 り。

10 SXO3 圷 口径(13.8) 口縁部内外面はヨコナデ。底部外面は 細粒砂、中粒砂、 榿 色7.5YR-6/6 普通 口縁部
残存高2.1 ヘ ラケズ リ。体部 内面 はナデ。 石英、雲母含む の10%

口縁部は直立する。底部は丸底と懇わ

れ る 。

11 SXO3 圷 口 径(12.4) 器面が脆弱で摩滅しているため調整は 細粒砂含む にぶい黄燈色 不良 15%

器 高3.1 不 明。 10YR-7/2

口縁部は直立す る。底部 は丸 底。

12 SXO3 甕 口 径(22.2) 口縁 部内外面は ヨコナデ。 細粒砂、中粒 砂、 外面:灰黄褐色 良好 口縁部
頸部径17.2 口縁 部は くの字 に外反す る。 粗粒 砂、白色 粒 10YR-5/2 破片
残 存高4.7 子、長 石、雲母含 内面:灰 黄褐色

む 10YR-6/2、

にぶい黄燈色

10YR-7/3

13 SXO3 甕 底径(&5) 底部外面はヘラケズリ。胴部内面は木 細粒砂 、中粒砂、 体部外面:黒褐色 普通 底部破
残存高2.9 口状工具 のナデ。底部は未調整。 細礫、石英、雲母 2.5Y-3/1 片

底部はあげ底で周縁が ドーナツ状であ 含む 底部外面:榿色
る。 内面 は剥離 してい る。 2.5YR-6/6

底部 内面:灰黄

褐 色10YR-6/2

14 SXO3 甕 底 径(6.9) 胴部外面及び底部外面はヘラケズリ。 細粒砂 、中粒砂、 外面:に ぶい榿色 普通 底部 の 外面にス
残存 高3.0 胴部 内面 はナデ 。 白色 粒 子、雲母 7.5YR-6/4 20% ス付着。

底部 は平底。底部 か ら大 きく開いて立 含む 内面:褐 灰 色

ち上が る。 10YR-4/1

15 SXO4 杯身 口径(8.4) ロクロ成形。 細 粒砂 主体 、中 灰 白色5Yマ/1 良好 口縁部
残存高1.7 口縁部 は内傾 して 直立 し、体部 にかけ 粒砂、白色粒子、 の15%

て鋭角な くの字 に屈曲する。 黒色粒子含む

16 SXO4 杯 口径(15.4) 口縁部内外面はヨコナデ。体部外面は 細粒砂、中粒砂、 外 面:機 色5YR一 良好 15%

器高4.6 ヘ ラケズ リ。 白色粒 子、赤褐 6/6、 一 部 に ぶ い

口縁部 は外 方へ開 く。 口縁部 と体 部 と 色粒 子、雲 母 含 劃 登色10YR一

の境 に稜 があ る。底部 は丸底。 内面は む 7/2

放射状暗文 あ り。 内面:燈 色5YR一

6/8
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番号 遺構名 器種 法量(cm) 手法 ・形態 の特徴 等 胎:ヒ 色調 焼成 残存率 備考

17 SXO4 杯 口径(12.2) 口縁部外面 はヨ コナデ。体 部外面 はへ 細粒砂、中粒砂、 明赤褐 色2.5YR 良好 20%

残存高3。9 ラケズ リ。 内面は ミガ キが施 され てい 粗粒砂、細礫、 一5/6

る 。 白色粒子、黒色

口縁部は外 反 して立 ち上が る。 内面に 粒子、翼母含む

放射状暗文があるように見えるが不明

瞭。底部は丸底 である。

18 SXO4 圷 口径(20.6) 口縁部内外面はヨコナデ。体部外面は 中粒砂、糧粒砂、 外面:明赤褐色 良好 口縁部

残存高3.3 ヘラケズ リ。 内面に ミガ キが施 されて 細 礫(¢3瑞m)、 2.5YR-5/8 の20%

い る 。 白色粒 子、赤褐 内面:榿 色2.5YR

口縁部は短 く直立す る。 内面 に放 射状 色粒子、石英、雲 一6/6

暗文が あるよ うに見 えるが不明 瞭。器 緯含む

高浅 く底部は丸底で ある。

19 SXO4 杯 n一 口縁部内外 面は ヨコナデ。体部外 面は 中粒砂、粗粒砂、 外面:に ぶい褐色 普通 口縁部

ヘラケズ リ。 細礫、黒色粒子 7.5YR-6/3 破片

口縁部はゆ るや かに外 反 して開 く。 赤褐 色粒子含 内面:に ぶい榿色

む 7.5YR-7/3

第3表 第4・6号 竪穴遺構出土遺物観察表(第13図)

番号 遺構名 器種 法量(cゆ 手法 ・形態 の特徴 等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

1 SXO4 杯 口径(11.0) 口縁部内外面はヨコナデ?体 部外面は 細粒砂、中粒砂、外面:榿 色5YR一 不良 20%

器 高(3,1) ヘラケズ リ。体部 内面 はナデ? 粗粒砂、赤褐色 6/6

口縁部は直立す る。底部は丸底であ 粒子含む 内面:榿 色5YR一

る 。 6/8

2 SXO4 圷 口径10.6 口縁部内外面はヨコナデ?体 部外面は 細粒砂、中粒砂、外 面:に ぶ い黄 不良 40% 器面粗 い。

器高3。4 ヘ ラケズ リ。体部 内面はナデ。 黒色粒子、赤褐 機色10YR-7/3

口縁部は直立す る。底部は丸底であ 色粒子含む 内面:樫 色7,5

る 。 YR-7/6

3 SXO4 杯 目径(7,0) 器面が脆弱で摩滅が激しく調整は不 細粒砂、中粒砂、外面:暗灰黄色 不良 口縁部 器面脆弱。

器 高2。7 明 。 白色粒子、赤褐 2.5YR-4/2 の15驚

口縁部はやや 内湾 ぎみに立ち上が る。 色粒子含む 内面:に ぶ い黄

底部は丸底。 機 色10YR-7/2

4 SXO4 杯 口径(1L8) 口縁部内外面はヨコナデ?体 部外面は 細粒砂、中粒砂 榿 色7.5YR-7/6 不良 10%

残存高3.5 ヘラケズ リ? 含む

口縁部はやや外反 ぎみに直立す る。

体部 ・底部 は丸底。

5 SXO4 圷 口径(11ユ) 口縁部外面はヨコナデ。他は器面が脆 細粒砂、粗粒砂、外 面:灰 白色 不良 25～

器高3.9 弱で摩滅 して いて調 整は不明。 赤 褐色 粒子 、長 10YR-7/1 30%

口縁部は直立す る。底 部は丸底。 石含む ・内面:に ぶ い黄

燈 色10YR-7/2

6 SXO4 杯 口径(12.0) 口縁部 内外 面は ヨコナデ。体部外 面は 中粒砂、粗粒砂、 にぶい機色7.5 不良 1596 器面脆弱。

残存高3.5 ヘ ラケズ リ。体部 内面 はナデ。 白色粒子、石英 YR-6/4

口縁部 はやや内湾 ぎみに立つ。底 部は 含む

丸底。

7 SXO4 圷 口径(12.2) 口縁部内外面はヨコナデ。体部外面は 細粒砂、粗粒砂 にぶい機色7、5 普通 口縁部

残存高2.0 ヘ ラケズ リだが摩滅 していて不 明。 含む YR-6/4 の10%

口縁部は直立ぎみに立つ。底部は丸底

と思われ る。

8 SXO4 杯 口径G3.9) 口縁部内外面はヨコナデ。体部外面は 細粒砂、中粒砂、外 面:榿 色2.5 不良 10% 器面摩滅。

残存高3.9 ヘ ラケズ リ。 白色粒子含む YR-6/8、 に ぶ い

口縁部は直立す る。底部は丸底であ 褐 色7。5YR-5/4

る 。 内面:榿 色5YR
一6/8

9 SXO4 杯 残存高0.9 底部外面はヘラケズ リ。底部内面はナ 細粒砂、粗粒砂、 外 面:黒 色5Y-2 良好 底部 の

デ 。 細礫、白色粒子 /1 み

底部は丸底 である。 含む 内面:灰黄掲色

10YR-5/2
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番号 遺構名 器種 法量(cm) 手法 ・形態 の特徴等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

10 SXO4 台付甕 一 胴 部 ・脚部外 面はヘ ラケズ リ。 内面 は 中粒砂、粗粒砂、 外 面:機 色2.5Y 良好 脚部付 器面若干

指 ナデ痕残 る。 白色粒 子、赤 褐 R-6/6 近破片 粗 い。

脚部はやや外反して直線的にお りるよ 色粒 子、雲母 含 体部外面:灰褐
うで あ る 。 む 色5YR-4/2

脚部 内面:灰 褐

色7.5YR-5/2

11 SXO4 台付甕 一 外 面はヘ ラケズ リ?内 面はナデ。脚 部 中粒砂、粗粒砂、 外面:檀 色5YR一 普通 脚部付
内面はヘ ラ状工具 によるナデ。 細 礫(¢3～4mm)、 7/8、褐灰色5Y 近破片

脚 部はやや外方へ 開くよ うであ る。 白色 粒 子、赤 褐 R4/1

色粒子含む 内 面:暗 灰 色N一

3/

12 SXO4 甕 口 径(21.0) 口縁部 内外 面は ヨコナデ 。胴部外面 は 中粒砂、粗粒砂、 外 面:にぶい機色 良好 口縁部 内面に黒
残存高7.5 タテ方向 のヘ ラケズ リ。胴 部内面 は木 細礫、白色粒子、 7.5YR-6/4 の30% 斑 あ り。

口状工具 によ るナデ。 黒色粒 子、赤褐 内面:檀 色7.5Y

口縁部は大 き く外反 し、 中間 と肩部 に 色粒子、長石禽 R-7/6、 にぶ い黄

段 を持つ。胴部 は直 立する。 む 機 色10YR-7/3

13 SXO4 甑 口径(23.0) 口縁部 内外 面は ヨコナデ 。胴部は タテ 細粒砂、中粒砂、 にぶい黄機色 良好 口縁部

残存高6.1 方向の粗 いヘ ラケズ リ。 内面はナデ 。 細礫、長石、雲 10YR-7/3 の一部

口縁部は若干外反する程度でほぼ直立 母含む

する。外面 に粘土紐 継 ぎ目痕あ り。

14 SXO4 転用硯 長 さ4.5 外面は平行タタキ目痕。内面は同心円 細粒 砂 多 量、中 青灰色5B-6/1 良好

幅6.1 あて具痕。端 部は面取 りのヘ ラケ ズ リ 粒砂、白色粒子、

厚 さ0,5～0.7 が施 されて いる。 上端は欠損 して いる。 多量含む

外面に墨が付着す る。

15 SXO6 杯 口径(11.7) 口縁部 内外 面は ヨコナデ。他は摩滅 激 細粒砂含む 外 面:機 色5YR一 不良 30～ 器 面摩滅。

器高4.2 しく調整は不 明。 6/8、にぶ い黄 機 40%

口縁部 はや や内湾 ぎみに立つ。底部 は 色10YR-6

丸 底。 内面:機 色5YR一

6/8

2土 坑

土坑 は、総数で6基 確認 された。調査 区の西端 ・中央部 ・東部で各 々検出 され、第2号 土坑 ・第3号

土坑 は単独で、第1号 土坑 ・第4号 土坑 ・第5号 土坑 ・第6号 土坑はそれぞれ他遺構 と重複 して検 出さ

れ た。平面 プランは、方形ない しは楕円形を呈 して いる。遺構 の深 さは、第4号 土坑の60cmを 除いて、

遺構確認面か ら10～20cmに 収 まる。出土遺物量 は、第4号 土坑が圧倒的 に多 く、他の土坑 は少ない。 時

期 は、すべて古墳時代後期 に該当す る。 以下各土坑 ご とに詳細 を記載す る。

第1号 土坑(第6図)

A-2グ リッ ドか ら検 出した。第1号 竪穴遺構 内の土坑 である。

平面 プランは、一方が調査区域外 にのびているため不 明であるが、隅丸方形状 を呈す と推 定 され、規

模 は、一方軸77cm、 深 さ15cmで あった。

出土遺物 は、検 出で きなか った。

第2号 土坑(第14図)

D-2グ リッ ドか ら検 出した。

平面 プランは、調査 区域外 にのびているため不 明であるが、長方形 を呈す と推測 され、規模は、一方

軸105cnl、 深 さ20cmで あった。

出土遺物 は、±師器破片が少量 出土 したが、 図示可能な遺物 ではな かった。

時期 は、古墳 時代後期 と考 え られ る。
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第3号 土坑(第14図)

D-2グ リッ ドか ら検 出した。

平面 プランは不整形な楕 円形で、規模は、長軸112cm、 短軸73cm、 深 さ10cmで あった。

出土遺物は、土 師器破片が若干出土 したが、 図示可能 な遺物 ではなか った。 また、 時期 を特定す るに

足 る資料では なかった。

第4号 土坑(第8図 ・第9図 ・第15図)

E-2グ リッ ドか ら検 出した。遺構は、第4号 竪穴遺構 に壊 され、第3号 竪穴遺構 を壊 している。

平面 プランは、一部撹乱 を受 けて いるため不 明であるが、 隅丸方形状 を呈す と推測 され、規模 は、一

方軸83cm(復 元 推定107cm)、 深 さ60cmで あった。

出土遺物 は、土 師器圷 ・高杯 ・甕、須恵器甕等 が出土 した。

時期 は、古墳 時代後期 と考 え られ る。

第5号 土坑(第8図 ・第9図 ・第15図)

E-2グ リッ ドか ら検 出 した。遺構は、第2号 ・第3号 竪穴遺構 に壊 されて いる。

平面 プランは、他遺構 との重複関係 によ り不明であ り、規模 も深 さ10cm以 外不明で あった。ただ し、

図中で は隅丸方 形で、長軸70cm、 短軸35cmと 復元 してある。

出土遺物 は、 土師器高圷 ・甕等が 出土 した。

時期 は、古 墳時代後期 と考 え られ る。

第6号 土坑(第10図 ・第11図 ・第15図)

F・G-2グ リッ ドか ら検 出した。遺構は、第6号 竪穴遺構 を壊 し、第26号 ピッ トに壊 されている。

平面 プランは長楕 円形で、規模は、推定長軸221c笛 、短軸80cm、 深 さ18c組で あった。

出土遺物 は、 土師器圷 ・高圷等が 出土 した。土師器圷 は赤彩 が施 されて いた。

時期 は、古 墳時代後期 と考 え られ るが、第6号 竪穴遺構 出土遺物 の時期 と土層観察上の新 旧関係 とに

食い違 いがみ られる。

第2号 土坑

窪
Aへ

窺

塾

第3号 土坑

溌

紅_露

砺

第2号 士坑

1褐 灰色粘質土75yR-4〆1[遣 物包會層】(灰儀N,51帯 びる、鉄分少量、遺物含む>

2黄 灰色粘質土25Y.411(灰 色粘質土N,41プ ロツク、火山灰少量、礫含む)

3灰 色粘質土5Y-4/1(シ ルト質、灰色粘質土N-4!大 ブロック、礫含む)

4灰 色粘土 悼5〆(鉄分若干含む)

5灰 色粘士5Y・5!1(灰 色粘土N-51ブ ロック混じる)

第3号 上坑

1灰 自色粘質土N-71(若 干シルト質、灰色粘」:N41大 ブロック多量、炭化物若干、火山

灰ごくわずか、大きい礫、鉄分若干、遺物含む)

02恥
一jl6。

第14図 第2・3号 土 坑
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第15図 第4～6号 土坑出土遺物

第4表 土坑出土遺物観察表(第15図)

番号 遺構名 器種 法量(cm) 手法 ・形態 の特徴 等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

1 SKO4 圷 口径(14.2) 口縁部 内外 面は ヨコナデ。底部 はヘ ラ 中粒砂、粗粒砂、 にぶい燈色75 良好 口縁部

残存高3.6 ケ ズ リ。 白色粒 子、雲母 YR-7/4、 一 部 褐 の10%

口縁部 はゆる い段 をもって、やや 内湾 含む 灰 色7.5YR-6/1

ぎみ に開いて立つ。底 部は丸底 と思わ

れ る 。

2 SKO4 杯 口径(13.6) 口縁部内外面はヨコナデ。底部外面は 細粒砂、中粒砂、 外面:に ぶい褐色 普通 口縁部

残存高4,0 ヘ ラケズ リ。 白色粒 子、黒色 7。5YR-6/3 の10%

口縁部 は直立 して開 く。底部 は丸 底 と 粒子、石英、雲 内面:に ぶい燈色

思われ る。 母含む 7.5YR-6/1

3 SKO4 杯 口径G2.2) 口縁部 内外面 はヨコナデ。体部 外面は 細粒砂、中粒砂、 檀色5YR-6/6 普通 口縁部

残存 高2.9 ヘ ラケズ リ。 細礫 、雲母含 む の15%

口縁部 は内湾 ぎみに立つ。底部 は平底

ぎみか?

4 SKO4 杯 口径(10.7) 〔コ縁部 内外面 はヨコナデ。体部 はヘ ラ 中粒砂 、粗粒砂 、 機色5YR-6/6 普通 10%

残存 高3.0 ケ ズ リ。 細 礫、雲母 含 む

口縁部 はやや 内湾 ぎみに立 ち一ヒがる。

底部 は丸底 である。

5 SKO4 甕 底 径(9.4) 胴部外 面はヘ ラナデ。底部付 近はヘ ラ 中粒 砂、粗粒砂 、 にぶい黄榿色 良好 底部 の

残存高3.5 ケ ズ リ。底部外面 は未調整。 内面はへ 細 礫(¢5mm大)、 10YRマ/3 20%

ラまたは木 口状 工具 によ るナデ。底部 白色 粒子、雲 母

は平 底であ る。胴部 は大 きく開いて立 含む

ち上 がる。

6 SKO4 甕 口径(18.5) 口縁 部内外面 はヨコナデ。 口縁部下半 細粒 砂、中粒砂 、 外面;に ぶい榿色 良好 口縁部

残存 高3.6 はヘ ラケズ リ。 雲母含む 7.5YR-6/4、 の10%

口縁 部は外反 して開 く。 口唇部に若干 黒 色10YR-2/1

の凹みがある。 内面:掲 灰色10

YR2/1、 黒 色2.5

YR-2/1

7 SKO5 高圷 　 内外面ともナデ? 中粒砂、粗 粒砂、 にぶい榿色7.5 普通 圷部破

内外 面赤彩。 細礫、白色粒 子、 YR-7/4 片

黒色 粒 子、雲 母

含む

8 SKO6 杯 口径(14.9) 臼縁部内外面はヨコナデ。底部外面は 粗 粒 砂、細 礫 、 明赤褐 色2.5YR 良好 口縁部

残存 高3.3 ヘ ラケズ リ。 内外面赤彩。 白色 粒 子、長 石 一5/6 の一部

口縁部は外反 する。 口縁部 と体部 との 含む

境 に若干の稜 をもつ。
9
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3ピ ッ ト

ピ ッ トは、 総数 にして27基 検出 した。ピ ッ トは調査 区の中央部 を中心に不規則 な位置で検 出された。

比較的 まとまって検出 したピ ッ トも見 られ るが、全体的に散漫 な感 じで、規模 も大小様々であった。 出

土遺物は、全 体の約75%の ピ ッ トで検 出され、特 に第11号 ピッ ト及び第16号 ピ ッ トで多 く出土 した。

土師器 圷 ・高圷 ・鉢 ・甕 ・壺等が見 られ、概ね古墳時代後期 の所産 と考 え られ る遺物であったが、若干

古墳時代 中期 の もの も見 られ た。

以下ピ ッ トについては、事実記載が必要 と考え られる もののみを記載 した。事実記載のないピ ッ トに

ついては、 一覧表 を参 照され たい(第10図 ・第16図 ・第17図 ・第18図)。

第2号 ピッ ト(第16図)

B-2グ リッ ドか ら検 出 した。

平面プ ランは楕 円形で、規模 は、長軸30cm、 短軸18cm、 深 さ22cmで あった。断面形は、 二段 階の掘

り込みであった。

出土遺物は、土師器甕等 の破片 が出土 したが、図示可能な遺物 ではなか った。

時期は、古 墳時代後期 と考 え られ る。

第3号 ピッ ト(第16図)

B-2グ リッ ドか ら検 出 した。

平面プ ランは ほぼ 円形で、規模 は、長軸37cm、 短軸34cm、 深 さ22cmで あった。

出±遺物は、土師器杯 ・高圷 ・甕等 の破片が出土 したが、図示可能 な遺物ではなか った。

時期は、古墳時代後期が主体 と考 え られ るが、 中期の遺物 も含 まれ ていた。

第4号 ピッ ト(第16図)

C-2グ リッ ドか ら検出 した。

平面プ ランは ほぼ 円形で、規模 は、長軸57cm、 短軸54cm、 深 さ29cmで あった。

覆土は、土層断面観察上では中央 に柱痕 らしき形跡が見 られる ものであった。

出土遺物は、土師器甕等 の破片 が出土 したが、図示可能な遺物ではなか った。

第5号 ピッ ト(第16図)

C-2グ リッ ドか ら検 出 した。

平面プ ランは楕 円形で、規 模は、長軸65cm、 短軸推定50cm、 深 さ24cmで あった。

覆土は、土層観察上ではや や不 明瞭 であったが、柱痕のよ うに見える形跡が あった。

出土遺物は、土師器圷 ・甕 等の破片 が出土 したが、図示可能な遺物 ではなかった。

時期は、古墳時代後期 と考 え られる。

第6号 ピッ ト(第16図)

C-2グ リッ ドか ら検出 した。

平面プ ランは楕 円形で、規 模は、長軸51c田 、短軸31cm、 深 さ26c醗 であった。

覆土は、土層観察上ではや や不 明瞭 であったが、柱痕 らしき形跡の見 られ るもので あった。

出土遺物は、土師器破片が出土 したが、 図示可能な遺物ではなかった。
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第1号 ピット

1灰 色粘質土N-41(鉄 分若干含む)

2灰 色粘質土N-5/

3目斉灰色率占質ニヒN-3/

4暗 灰色粘土N.3!(粘 性強い、小さい礫含む)

第2号 ピツト

1灰 色粘質止N-4!(火 山灰若干、鉄分少量倉む>

2灰 色粘質土N-4〆(シ ル ト質、鉄分若干含む)

3日音灰色彩占質土N-31

4灰 色窒占ニヒN-51

5灰 色粘土N-4/

第3号 ピット

1灰 色粘質土N-41(鉄 分少量、遺物含む)

2灰 色粘土75Y-6!1(灰 色粘質土N-4!大 ブロック多量に含む)

3青 灰色粘土5PB-6/1

4灰 色粘土N-5!(若 干シル ト質)

第4号 ピツト

1暗 灰色粘質土N-3!(火 山灰ごくわずか、鉄分少量含む)

2灰 色粘質土7.5Y-4!1(炭 化物 ・焼土、火由灰ごくわずか含む>

3灰 色粘質土75Y-5!1(第2層 土ブロック含む)

4灰 色粘土N-6/

5灰 色粘質土7.5Y-5/1(シ ル ト感強い>

6灰 色粘質土5Y-411(粘 性強い)

7黒 色粘質土7.5Y-2!1(火 山灰ごくわずか)

8灰 色粘土5Y一窃1

9オ リーブ黒色粘質土5Y-3〆1

10灰 色粘質:ヒN-4!(鉄 分少量含む)

第5腎 ピツト

1灰 色粘質土N・5!(シ ル ト質、炭化物 ・焼土、遺物含む)

2灰 色粘質土N-5!(シ ル ト感強い

3灰 色粘質土N-41(炭 化物 ・焼土、火山灰若干含む)

4第2層 にほ}ま同じ

5灰 色粘質 土N.6!(灰 色粘質土N一塀ノ1、ブロック若干含む)

6灰 色米占二1二N-5ノ(鉄分少量含む)

7灰 色粘土N-41(火 山灰若干含む)

第6号 ピット

1暗 灰色粘質土N.31(火 山灰ごくわずか、鉄分少量含む)

2灰 色粘質土N-5!(火 山灰若:F、鉄分多量に含む)

3灰 色粘質土N-6!(鉄 分少量、遺物含む)

4青 灰色粘質:ヒ5PB-5/1(鉄 分少量含む>

5青 灰色粘砂上5PB.5!1(シ ル ト感強い、炭化物含む)

第7号 ピット

1暗 灰色土悼31(火 山灰若干含む)

2灰 色粘質土N-5!(暗 灰色土N-3ノブロック多量に含む)

3灰 亀粘質±N-4〆(火 由灰若干含む)

4灰 色粘質土7.5Y-5!1(シ ル ト質)

5灰 色粘質土N-4!(火 山灰若干、鉄分若:F含 む)

6灰 色半占質土N-6!

7灰 色粘質土 聾5!(シ ル ト質)

第8号 ピッ ト

1暗 灰色土N・3ノ(炭化物 ・焼土若干、火山灰少量含む)

2灰 色粘質土K.4ノ 〈火由灰ごくわずか含む)

3灰 色粘質土N-6ノ(鉄 分少量含む>

4灰 色粘質土N,5ノ(シ ル ト質、鉄分少量含む)

第9号 ピッ ト

1暗 灰色土N-3/(炭 化物 ・焼土、火山灰多量含む)

2灰 色粘質土N.41(火 山灰若干含む)

3灰 色粘質土N-61(火 山灰ごくわずか含む)

4灰 色粘質土N-5〆(灰 色粘質止N-4!ブ ロック含む〉

第10号 ピット

1暗 灰色土N-3!(鉄 分若干倉む>

2灰 色土N-4ノ(焼 土 ・火山灰含む)

3灰 色土N・5!(灰 色土N・4沙 量混じる)

第11号 ピット

1暗 灰色土N-3!(火 山灰少量、鉄分若干含む)

2灰 色土N-51(若 干シルト質、暗灰色土N-3!ブ ロック混じる、鉄分少量含む)

第12号 ピット

1暗 灰魯土N.3!(火 山灰多量に含む)

2灰 色土N-41(シ ル ト質、鉄分若干、遺物含む)

第13号 ピット

1暗 灰色土N-31(炭 化物 ・焼土、火山灰多量、遺物含む)

2灰 色土N4!(シ ル ト質、鉄分少蚤含む)

第 三4号 ピツト

1灰 色粘質土:悼4!〈火山灰若干、鉄分少量含む)

2灰 色粘質土5Y-5!1(鉄 分少量含む)

c2m

ヒ=====:=ヒ===出1、6。

第16図 第1～14号 ピ ッ ト
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第7号 ピッ ト(第16図)

C-2グ リ ッ ドか ら検出 した。

平面プ ランは楕 円形で、長軸50cm、 短 軸35cm、 深 さは16cmで あった。 断面形 は、二段階 の掘 り込み

で あった。

出土遺物は、土師器 の破片が出土 したが図示 可能な遺物ではなかった。

第9号 ピッ ト(第16図)

C-2グ リッ ドか ら検 出した。遺構 は第8号 ピ ッ トに壊 されて いる。

平面プ ランは隅丸方形状の 円形で、規模 は、長軸50cm、 短軸50c臥 深 さ16cmで あった。

出土遺物は、土 師器圷 ・甕 ・壼等の破 片が出土 したが、 図示可能な遺物 ではなかった。

時期は、古墳時代後期が主体 と考え られるが、 中期 の遺物 も見 られた。

第11号 ピッ ト(第16図 ・第18図)

C-2グ リッ ドか ら検 出した。

平面 プランは不 整形 な隅丸方形 と推定され、規模 は、一方軸42cnl、 深 さ14cmで あった。一部調査 区域

第15号 ピッ ト 第16・17号 ビッ ト
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第15号 ピツト

1灰 色粘質土N.51(褐 灰色mYR-411帯 びる、炭化物若干、鉄分若干含む)

第16号 ピット

1灰 色粘質土5Y-41ま(遺 物含む>

2オ リーブ黒色粘質土5Y-3/1(若 千シル ト質、炭化物 ・焼土、遺物含む)

3灰 色粘質土10Y-4〆1(若 干シルト質)

第17月 ピツト

1灰 色粘質土N-51(褐 灰色/0YR4〆1帯 びる、炭化物若干、火山灰ごくわずか、鉄分若干、

礫含む)

第18号 ピッ ト

1灰 色粘質 土N.5〆(褐 灰 色10YR4!1帯 び る、火 山灰若 干、 遺物含 む)

2灰 色 結質 士N-4〆(粘 性 強 い)

第19号 ピッ ト

1灰 色粘質 、f二N-6!(灰 色 粘土N-41小 ブロ ック若干 、火 山灰 ご くわ ずか 、鉄分 若干 奮む)

2灰 色粘質 土N-6!(シ ル ト質 、火山灰 少量 、鉄分 少量含 む)

第20号 ピッ ト

1黄 灰儀粘 質土2.5Y-4!1

2灰 色粘質 土 艮41(若 子 シル ト質〉

第21号 ピッ ト

1黄 灰 色粘 質土2.5Y-6q(火Ll}灰 ご くわ ずか 、鉄分 含む)

2灰 色粘質:ヒN-41(灰 色粘質 土N.6!小 ブロ ック若干 、小 さい礫含 む)

第22腎 ピッ ト

1灰 色粘質 土5Y.6!1(炭 化物 ごくわず か、 火山灰 若干 含む)

2灰 色粘質 七N-41

第23尋 ピッ ト

1灰 色 上N一御(炭 化物 、火 山灰、鉄 分含 む)

2暗 灰魚土N-31(炭 化 物 ・火 山灰若干 禽 む)

第27号 ピ ッ・ト

ユ灰 色粘質 土5Y.6!1(若 干 シル ト質)

2灰 色粘質 土5Y-611(灰 白色粘質 を:5Yく㌍ ブ ロッ ク ・黒褐 色土10YR-3〆1ブ ロック少量 、

遺 物含 む)

3灰 色粘土75Y-4/1

4灰 色辛占7転N_4〆

02m

ピー========ヨ1、60

第17図 第 総 ～23・27号 ピ ッ ト
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外 にのびて いる。

出土遺物は、土師器壺 ・甑等の破片が出土 した。

時期は、古墳時代 中期 と考え られ る。

第16号 ピッ ト(第17図 ・第18図)

D-2グ リッ ドか ら検 出した。遺構 は第17号 ピ ッ トを壊 して いた。

平面プ ランは楕 円形で、規模は、長軸50cm、 短軸40cm、 深 さ20cmで あった。 断面形 は、二段階 の掘

り込みで あった。

出土遺物は、土 師器高圷 ・甕等の破片が出土 し、全 ピ ッ ト中一番の出土量であった。

時期 は、 古墳 時代 中期 と考 えられ る。

第18号 ピッ ト(第17図 ・第18図)

D-2グ リッ ドか ら検 出した。

平面 プランは 方形状で、規模は、長軸34cm、 短軸31cm、 深 さ15cmで あ った。断面形は、二段階 の掘

り込 みで あった。

出土遺物 は、 土師器圷等 の破片が 出土 した。

時期 は、古墳 時代後期 と考 え られ る。

第5表 ピッ トー覧表(括 弧付けは推定値)

番号 位 置
o-、

フ フノ 長軸 ×短 軸 ×深 さ(cm) 出土遺物 時期 重複関係

1 B-2 方形 30×24×20

2 B-2 楕円形 30×18×22 土師器甕 古墳後

3 B-2 ほぼ円形 37×34×22 土師 器圷 ・高 圷 ・甕 古墳後

4 G2 ほぼ円形 57× 騒 ×29 土師器甕

5 C-2 楕円形 65×(50)×24 土 師器圷 ・甕 古墳後

6 G2 楕円形 51×31×26 土師器破片

7 G2 楕円形 50×35×16 土師器破片

8 G2 円形 23×23×12 PO9を 壊 す

9 G2
円形(隅丸方形

状)
50×50×16 土 師器杯 ・甕 ・壷 古墳後 PO8に 壊 され る

10 α2 楕円形 (45)×29×15

11 C-2
不整形な隅丸方

形
42× 一 ×14, 土 師器 壷 ・甑 古墳中

12 C-2 円形 29×25×13 土師器高杯・甕
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番号 位 置
o-、

フ フ ノ 長軸 ×短 軸 ×深 さ(c面 出土遺物 時期 重複関係

13 C-2 楕円形 4工 ×26×15 土師器破片

14 D-2 不整形 36×23×11 土師器破片

15 D-2 楕円形 47×33×6 土師器破片

16 D-2 楕円形 50×40×20 土 師器 高 圷 ・甕 古墳中 P17を 壊す

17 ひ2 楕円形 40×22×5 Pl6に 壊 され る

18 D-2 方形状 34×31×15 :ヒ師器 杯 古墳後

19 D-2 不整形な楕円形 50×40×10

20 D-2 楕円形 26×17×13 土師器甕 古墳後

21 D-2 楕円形? 一 ×29×13 土師器甕

22 D-2 円形? 39× 一 ×8 土師器細片

23 E-2 ほぼ円形 27×24×10

24 F-2 楕円形 (31)×25×8 :ヒ師器 鉢 ・甕 古墳後

25 G-2 不整形な円形 68×55×10 土師器甕 P26に 壊 され る

26 G-2 楕円形 75×38×9 土師器高杯 P25を 壊す

27 G2 円形?
一 × 一 ×64 土師器破片
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第18図 第11・16・18号 ピ ッ ト出 土 遺 物

第6表 ピッ ト出土遺物観察表(第18図)

番号 遺構名 器種 法量(cm) 手法 ・形態 の特徴等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

1 P11 壷 底径49 胴部外面ヘラナデ?胴 部外面周縁はへ 細粒砂、中粒砂、 にぶ い機 色7.5 良好 底部 の

残存高1.4 ラナデ。 中央部 はヘ ラケズ リ。(中 央 粗粒 砂、白色 粒 YR-6/4 み

部ヘ ラケズ リの後、 周縁 のヘ ラナデ。) 子、黒 色粒子 、

底部は 中央 が若干 凹み、 周縁が ドーナ 褐色 粒 子、長 石

ツ状を呈す。 含む

外面赤彩。

2 P16 甕 口径(24.0) 口縁部は ヨコナデ 。 細粒砂、中粒砂、 外面:榿 色5YR 普通 口縁部

残存高5.1 口縁部 は外 反 して直立 する。 口唇 部は 粗粒砂、細礫 、 一6/8 の10%

面取 り状 に平坦 である。 白色粒 子、黒色 内面:榿 色5YR 以下

粒子、褐色粒子 一6/6

含む

3 P16 甕 口径(20、0) 口縁部 内外面 はヨコナデ。 細粒砂、中粒砂、 外面:榿 色5YR 普通 口縁部

残存高5.5 口縁部 は外反 して直 立す る。 口唇 端部 粗 粒砂 、白色粒 一6/6 、オ リ ー ブ の25%

は丸 い。 子、黒色粒子 、 黒色5Y-3/1

褐 色粒 子、雲母 内面:に ぶい褐色

含む 7.5YR-5/4

4 P18 圷 i二:1径(13.6) 口縁部 内外面 はヨコナデ。底部 はヘ ラ 細粒砂 、中粒砂 、 外 面:に ぶ い 黄 良好 口縁部

残存高5.0 ケ ズ リ。 粗 粒 砂、白色粒 榿 色10YR-7/3、 の10%

口縁部は段を持ってやや外反ぎみに立 子、雲母含む 褐 灰 色10YR一

ち、 口唇 部が外反 して開 く。 口縁 部 と 6/1

体部 との境 に稜 を もつ。底部 は丸 底 と 内 面:に ぶ い 黄

思われ る。 橦色10YR-7/2
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4溝 跡

溝跡 は、調査 区西部で1条 検出 した にとどまった。溝跡 の北側 ・南側 とも調査区域外 にのび ている。

遺構確認が困難 であったため、調査の終盤に至 ってか らの調査 とな った。出土遺物 は、土 師器 を中心 に

須恵器 も混 じっていて、全遺構中一番の出土量 を もって いた。

第1号 溝跡(第19図 ・第20図 ・第21図 ・第22図 ・第23図)

A・B-1・2グ リッドか ら検出 した。調査 区を北西か ら北東へ横断する形で検 出 した。

規模 は、検 出長4.5m、 幅1.7～1.9m、 深 さ0。25～0.32rnで あった。断面形状は、扁 平な逆台形で あっ

た。

覆土 中には、土器 の他 に礫が多量 に含 まれていた。

出土遺物は、土 師器圷 ・高杯 ・甕 ・台付甕 ・壷 ・甑、須恵器甕 ・横瓶 ・醜、砥石等 が出土 した。土師

器 ・須恵器 とも甕破片、土師器高圷の出土が 目立 った。

時期 は、古墳 時代前期か ら後期 までの遺物 を出:ヒして いるが、 中期か ら後期の時期 が主体 と考 え られ

る。
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第23図 第1号 溝跡出土遺物(3)

第7表 第1号 溝跡出土遺物観察表(第21・22・23図)

番号 器種 法量(cm> 手法 ・形態の特徴等 胎土 色調 焼成 残存率 備考i

1 杯 口 径(12.5) 口縁部 内外 面はヨコナデ。 底部外面 はヘ ラケ 細粒砂、中粒砂、 外面:機 色7.5Y 不良 口縁部 内 面 にス ス

残 存高2.1 ズ リ。 粗粒砂、細礫 R-6/6、 口唇 部 付 の25% 付着。

口縁部はやや内傾して立ち上がる。底部は丸 (¢2mm)、 白 色 粒 近は灰色 凡6/

底 と思われ る。 子、赤褐色粒 子 内 面:灰 色N一 万、

含む 一部機色7 .5YR
一6/6

2 杯 口径(12.7) 口縁 部内外面 は ヨコナデ。底部外 面はヘ ラズ 細粒砂、中粒砂、 外面:に ぶい褐 普通 口縁部

残存高3.7 リ 。 白色粒 子、赤褐 色7.5YR-6/3 の15%

口縁部は若干内傾ぎみに立つ。わずかな段が 色粒子含む 内面:に ぶい黄

ある。 内面の 口唇部近 くに凹みをもつ。 榿色10YR-6/3

口縁 部 と底 部 との境 に稜 をもつ。底部 は丸 と

思われ る。

3 杯 口径(12。0) 口縁 部内外 面は ヨコナデ。底部 外面は ヘラケ 細粒砂 、中粒砂、 にぶ い機色7.5 普通 口縁部 内 面 の 一一部

残存径3.2 ズ リ。底 部内面はナデ。 粗粒 砂、白色粒 YR-7/3 の30% にス ス付着。

口縁 部はや や内傾 して立 ち上が る。 口縁 部 と 子、黒 色 粒 子 、

底 部 との境 に稜 をもつ。底部 は丸底 と思われ 赤褐 色粒子、雲

る 。 母含む

4 杯 口径1L4 口縁部は 内外面 とも ヨコナデ。 体部外 面は ヨ 細粒砂 、中粒砂、 外面:に ぶ い赤 良好 口縁部

残 存高6,9 コ方向 のヘ ラケ ズ リ。体部 内面は ヨコナデ。 粗粒 砂、白色粒 褐 色5YR-5/3・ の50%

口縁部 中間に段 をもち、体部 との境 に稜 をも 子、黒 色 粒 子、 5YR-5/4

つ。 底部は丸底で ある。 赤 褐色粒子 、雲 内面:に ぶ い赤

母含む 褐 色5YR-5/3、

褐灰 色5YR-4/1

5 高杯 一 圷部 口縁 部は 内外 面 ヨコナデ。稜か ら下はナ 細粒 砂、中粒 砂、外 面;榿 色5YR 良好 圷部の

デ(ヘ ラ ナ デ?)。 杯 部 内面 は ナ デ(ヘ ラナ 白色粒子、赤褐 一6/6 50%

デ?)。 色 粒子、雲母含 内面:檀 色7.5

口縁部 は外反 して直線的 に開 く。杯 部上半 と む YR-6/6

下半 との境 に稜 をもつ。

6 高杯 残 存高8.4 脚部外面はタテナデ。内面は断続的なヘラケ 細粒砂、中粒砂、 外面:に ぶい褐 普通 脚部の

ズ リ整形痕及 び工具痕あ り。 粗粒砂、白色粒 色7.5YR-5/3、 90%

やや短 い脚部で直交 する4方 向 に直径6～7mm 子、黒 色 粒 子、 ～部灰褐色7 .5

の穿孔 あり。脚 部の裾は比較的広 い。 赤褐色粒子含 YR-4/2

む 内面:に ぶい赤

褐色5YR-4/3

7 高杯 残存高10.0 脚部外面はタテナデ。脚部内面は断続的なへ 細粒砂、中粒砂、 にぶ い榿色7.5 良好 脚部 の

ラケズ リによる整形。 粗粒砂 、白色粒 YR-6/4 90%

脚部は中央がやや膨 らむ。台部はハの字に開 子、黒 色 粒 子、 一部黒褐色2 .5Y

く 。 赤褐色粒子含

む

一3/1

8 高杯 残存 高8.6 脚部外面はタテ及びナナメのナデ。脚部内面 細粒砂 、中粒砂、 にぶ い榿 色7.5 良好 脚部 の

は断続 的なヘ ラケズ リ(切)整形。 粗 粒 砂、細 礫 、 YR-6/4 90%

中央 がやや ふ くらむ直線 的な脚部 である。幅 白色粒子、黒色

も比較 的細い。 粒子含む
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番丹 器種 法 量(cm) 手法 ・形態 の特徴 等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

9 台付甕 残存 高3.7 脚部外面にナナメ刷毛を間隔をおいて左回り 細粒砂 、中粒砂、 外面1に ぶ い禮 普通 台部 の 胴部 内面に
台部狭部幅 に施す。脚部内面及び胴部内面は木口状工具 粗 粒砂、白色粒 色5YR-7/4、

一・部 スス付着。

5.9 によるナデ。 子、黒 色 粒 子、 浅黄機 色7.5YR

赤褐 色粒子、雲 一8/3

母含む 内面:灰 黄褐色

10YR-6/2

10 壷 口径(10.8) 口縁部 の内外面 はヨコナデ。胴 部外 面一ヒ半は 細粒砂、中粒砂、 外面:明赤褐色 良好 口縁部

残存 高5,9 ナデ(ミ ガキ状)。胴部外 面下半はヘ ラケ ズ リ。 粗 粒 砂、細 礫、 2.5YR-5/6 の20%

胴部 内 面上 半は ヨコナデ。胴部 内面 一ド半はへ 白色粒子、黒色 内面1に ぶ い赤

ラ状工 具でナナメナデ。 粒、赤褐色粒子、 褐色2.5YR-4/4

口縁 部は くの掌 に外 反す る。体 部は丸 味を も 雲愚含む
つ。赤彩 か?

11 壷 口径(17.8) 口縁部外 面はナデ。 口縁部 内面 はナデ。 細粒 砂多量、中 機色5YR-6/6 良好 口縁部

残存 高3.4 二重 口縁。 口唇部は平坦 である。 粒 砂、粗 粒砂、 にぶ い榿 色7.5 の10%

白色 粒子、黒色 YRぞ/4 以下
粒子、小石含む

12 壺 底径6.9 胴部外面は刷毛が施される。底部外面は未調 細粒砂、中粒砂、 外面:黒 色7.5Y 普通 底部破 内面 に黒 斑
残存 高2、2 整。底 部内 面は刷毛 が施 され る。底部 か ら外 粗粒砂、細礫 2/1 片 あ り。

部 へは大 きく開 いて緩 やか に立ち上 がる。底 (¢3111m大)、白 色 内面:に ぶ い黄

部外 面 中央 はわずか に凹み、 ドーナツ状 を呈 粒子、黒色粒子、 機色10YR-6/3

す 。 赤褐 色粒子、長

石含む

13 壷 底 径7.5 胴部外面は底部付近は刷毛が施され、その上 細粒砂、中粒砂、 外 面:榿 色5YR 不良 底部破 器面粗 い。

残存 高2.8 はヘ ラミガ キ。底部外面 の周縁 はヘ ラケズ リ。 粗粒砂、細礫 一7/6
、に ぶ い黄 禮 片 外 面 に ス ス

底部内面は刷毛が施されるが、器面が粗 くあ (¢2～4mm)、 白色 色10YR-7/4、 灰 付着。

ま り残 っていない。 粒 子、黒色粒子、 黄褐色10YR-5

底部 外面 中央は 凹み、 ドーナ ツ状 を呈す。胴 赤褐 色粒子、石 /2、黒 褐 色2.5Y

部 は底部 か ら外反 して開 く。 英、長石含む 一3/1

内面:灰 色5Y一

4/1、 オ リー ブ 黒

色7.5Y-3/1

14 甕 胴部径(1L5) 内外面 とも器面が粗 く調整が 読み とれないが、 細粒 砂、中粒砂 外 面:に ぶ い黄 不良 胴部破 器面粗 い。

残存高6。0 外面 はタ テ方 向のヘ ラケズ リ、 内面は ナデ ら 多 量、粗 粒 砂、 櫨色10YR-7/3、 片
れ て い る と思わ れ る。粘 土紐 の継 ぎ 目痕 あ 細礫、白色粒 子、 にぶ い燈 色2.5

り 。 赤褐色粒子含 YR-6/4、 灰 色N

胴部 はほぼ 垂直にお りるようである。 む 一4/

内面:に ぶ い黄

機色10YR-6/3

15 甕 口径(17.6) 口縁 部内外 面は ヨコナデ。胴部 外面はヘ ラケ 細粒砂、中粒砂、 にぶい黄榿色 普通 【茎縁 部

残存高6ユ ズ リ。胴部 内面は ヨコナデ。 粗粒 砂、白色粒 ユOYR-7/3 の15%

口縁部 は くの字に開 く。 子、黒 色 粒 子、

赤褐 色粒子、雲

母含む

16 甕 口径17.0 口縁 部は 内外 面 ともヨコナデ。胴 部外面 はへ 細粒砂、中粒砂、 外面:浅黄燈色 普通 全体 の

頸部径14.6 ラケズ リ。胴 部内面はヘ ラナデ。 粗 粒 砂、細 礫、 10YR-8/4、 に 30～40

残存高10.4 口縁 部は3箇 所 段 を持 ち、緩や かな くの字を 白色 粒子、黒色 ぶ い榿色7.5YR %

呈 して 開 く。 口縁部は平坦で 中央 に溝 を もつ。 粒子含む 一7/4 、に ぶ い黄 口縁部

胴部は丸 みを持つ。 機 色10R-7/2 の50%

内面:口 縁端部

付近のみ灰黄褐

色10YR-6/2外

は黒色N-L5/

17 甕 口径(21.6) 口縁 部内外面 は ヨコナデ。胴部外 面はヘ ラケ 細粒砂、中粒砂、 外面:浅 黄色2.5 不良 口縁部

残存高7.9 ズ リ。胴部 内面は器面が粗 く調整不 明。 粗粒砂、細礫 Y-8/4 の10%

口縁部 はやや 外反 し直 線的 に開 く。 目唇 部は (¢2～4mm)、 白色 内面:黄 灰色2.5

平坦で ある。 粒子、黒色粒 子、 Yも/1

赤褐色粒子含

む

18 甕 口径(2α0) 口縁部 は 内外 面 ともヨコナデ。 胴部外面 はヨ 細粒砂、中粒砂、 にぶい黄機色 良好 口縁部

残存高6,0 コ方 向のヘ ラケズ リ。胴 部内面 はヨ コ方 向の 粗粒砂 、白色粒 10YR-7/2、 の25%

ヘ ラナデ。 子、黒 色 粒 子、 褐灰色10YR一

口縁部 は外 反 して くの字 を呈す。 赤褐 色粒子、長 4/2

石、黒雲母含む
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番号 器種 法 量(cm) 手法 ・形態 の特徴等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

19 甕 口径(23.2) 口縁部内外面はヨコナデ。胴部外面はタテ方 細粒砂、中粒砂、 灰 黄 色2.5YR一 普通 口縁部

残存高5.7 向 の ヘ ラケ ズ リ。胴 部 内 面 は ヨ コヘ ラナ デ 粗粒 砂、白色粒 6/2、にぶい黄 の15%

(木口状 工具による?)。 子、黒 色 粒 子、 褐色]OYR-5/3

口縁部 は大 き く外反 して開 く。胴 部は直 立す 長石、小石 多量

る 。 に含む

20 甕 口径(22.6) 口縁部 内外面 は ヨコナデ 。胴部外 面はヘ ラケ 細粒砂、中粒砂、 にぶい黄燈色 不良 口縁部

頸 部 径(18.6) ズ リ。胴部 内面は ヨコ方向 のヘ ラナデ 。 粗粒砂 、白色 粒 10YR-6/3 の25%

残存 高7.5 口縁部 が大 き く外反す る。 口唇部 は平坦 で中 子、黒 色 粒 子、

央 に溝 をもつ。胴部は ほぼ直線 にお りる。 赤褐色粒子含
む

21 甕 口径(18.8) 口縁部 は内外 面 ともヨコナデ。胴 部外顧 はタ 細粒砂、中粒砂、 外面:浅黄榿色 良好 日縁部

残存高9.0 テ方 向のヘ ラケズ リ。胴 部内面 は ヨコ方 向の 粗粒砂 、白色 粒 10YR-8/3 の25%

ヘ ラナデ 痕あ り。 子、黒 色 粒 子、 内面:明 黄褐色

肩部 と頸部 との間 に段 を もち、 口縁部 は外 反 赤褐 色粒子、石 10YR-7/6

して くの字 状 を呈 す る。 口唇 部 は 平坦 で あ 英、長石含む

る 。

22 甕 底 径(5.0) 胴部及び底部外面はヘラケズリ。胴部内面は 中粒砂、糧粒砂、 外面:に ぶい燈 普通 底部付 器颪粗 い。

残存 高6.7 ヨコ方 向のヘラナデ。 細礫、白色粒 子 色7.5YR-6/4 近 の25

底部は平 底と思われ る。 含む 内[鑓:にぶい機 %

色7.5YR-7/4

23 甕 底径4.5 胴部外面及び底部外面はヘラケズリ。胴部内 細粒砂、中粒砂、 外面:に ぶい黄 普通 底部の 外面 に黒斑

残存高7.5 顧及び底 部内面はヘ ラナデ。 粗 粒 砂、細 礫、 褐 色10YR-5/3、 70% あ り。

底部は 平底。 白色粒 子、黒 色 にぶい黄榿色

粒了＼赤褐色粒 10YR-7/2

子含む 内面:黒 褐 色2.5

Y-3/1

盟 甕 底 径(9.8) 外面は ヘラケズ リ。内面 はナデ。 細粒砂、中粒砂、 外藤:灰 黄色2.5 普通 底部の

残存 高2.7 胴部は底部か らやや内湾ぎみに開いて立ち上 粗 粒 砂(¢41面 、 Y-6/2、 明赤褐色 40%

が る。 白色粒 子、黒 色 2。5YR-5/6、

底部は 平底。 粒子、褐色粒子、 灰 褐 色7.5YR一

石英、長石、雲 5/2

母含む 内面:灰 黄褐色

10YR-6/2

25 甑 口径(21.4) 口縁部内外面はヨコナデ。胴部外面はタテ方 細粒砂、中粒砂 にぶい黄榿色 普通 口縁部

残存高62 向 のヘ ラケズ リ。 多 量、粗 粒 砂、 10YR7/3 の15%

口縁部 は緩や か に外 反 し開 く。胴部 は 直立 す 白色粒 子、黒 色

る 。 粒子、長石含む

26 横瓶 口径(15.7) 口縁部内外面は圓転ナデ。頸部直下はナデが 中粒砂、粗粒砂、 外面:灰 色N-6/ 良好 口縁部 内面は剥離

頸部径く1L9) 施 される。胴部 外面は平 行叩 きが施 される。 細礫、白色粒子 ・N-5/ の30% が激 しい。

胴部最大径 胴部 内面は 同心 円の当て具痕 が残 り、 凹凸が 雲母含む 内 爵:灰 色N-6/ 及び胴 器 形 の 一一一部

(24.7) 激 しい。側 端部は回転カキ 目。 部破片 か ら推定復

胴 部 長(383) 口縁部は鳥頭状を呈す。 口唇部は平坦であ 元実 測 した。

る 。

27 甕 口径(20.3) 口縁部内外面は回転ナデ。胴部外面は平行夕 細粒砂、中粒砂、 灰黄 色2.5Y-6/2 不良 口縁部

頸部径α6.3) タキ が施 され る。胴部 内面は 円心 円あて 具痕 糠 粒 砂、細 礫、 か ら胴

残存 高15.3 が残 り、 凹凸が激 しい。 白色粒 子、黒 色 部上半

口縁部 は崩 れた鳥頭状 を呈す。 口唇 部は丸い。 粒子、赤褐色粒 にか け

外反 して開 く。胴部はなで肩で ある。 子含む て の25
～30%

28 鵡 胴 部径(9.3) ロクロ成形。 回転ナデ。沈 線は端部 の丸 い棒 細粒砂、中粒砂、 灰色N-6/ 良好 胴部破

残存高44 状工具 でつけ られた と思われ る。 白色粒 子、黒 色 片

頸部 か ら胴部 へは フラスコの ような形態 を呈 粒子、石英含む

して い る。上段 に区画 が1条 の沈線 に よって

な され ている。区画内は無文。

29 横瓶 口径(14.0) ロクロ成 形。 口縁部内外 面は回転 ナデ 。 細粒砂、中粒砂、 灰色N-6/ 良好 口縁部

残存 高4.8 口縁部 は外反 して 開 く。 目縁端部 は鳥頭状 を 細 礫(¢2mm)、 の15%

呈す。 口唇 部はやや丸み をもつ。 白色粒 子、赤褐

色粒 子、石英含

む

30 短頸壷 口径(11.4) ロクロ成 形。 内外面 とも回転ナデ。 細粒砂、中粒砂、 外面:灰 白色5Y 良好 口縁部

頸 部 径(10.8) 口縁 部は直 立 し、2条 の沈線が め ぐる。頸 部 粗粒砂、白色 粒 一7/1
、一・部 灰 色5 の15%

残存 高8.0 と胴部 の境 に も沈線 がめ ぐる。肩 はやや張 っ 子、黒色粒 子含 Y-6//

て下へ とお りる。 む 内画:灰 白色2.5

Y-7/1

一37一



番号 器種 法 量(CIH) 手 法・形態 の特徴 等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

31 砥石 長 さ9.1

幅7.0

厚 さ4.0

重 さ463g

平 面が長方 形の もの。短 辺 の…方は欠 損 して

いる。4面 に砥 ぎ面 があ り、か な り平 滑で あ

る。

石 質は砂岩。

5グ リッ ド出土遺物

遺構 に伴わな い遺物包含層 中の遺物をグ リッ ド出土遺物 として掲載す る(第24図 ・第25図)。

グ リッ ド出土遺物 は、C-2・F-2グ リッ ドに多 く出土 をみた。土師器圷 ・高杯 ・鉢 ・甕 ・台付甕

・壺、須恵器杯 ・甕、鉄製品等が出土 し、 時期 も古墳時代前期か ら後期 までの所産 であった。

第8表 グ リッ ド出土遺物観察表(第24・25図)

番 号 グ リッ ド 器種 法量(cm) 手法 ・形態 の特徴等 胎± 色調 焼成 残存率 備考

1 P2 杯 口径(1LO) 口縁部 内外面は ヨコナデ。底 部外面は 細粒砂 、中粒砂、 灰白色10YR-8 普通 40% 器 面脆 弱。

残存高3ユ ヘ ラケ ズリ。 粗 粒 砂、石 英、 /2、褐灰色10Y

口縁 部は段 を持 ち、外方へ 開 く。 口縁 雲母含む R-4/1

部 と底 部 との境 に稜を もつ。 底部は丸

底で ある。

2 E-2 圷 口径(1α8) 口縁部内外面はヨコナデ。底部外面は 細粒砂 、中粒砂、 にぶい黄機色 良好 20% 黒斑あ り。

器 高2.9 ヘ ラケズ リ、内面はナデ。 白色粒 子、黒 色 10YR-7/2

口縁部 は中央に稜 をもち、外方 へ開 く。 粒子 、赤褐 色粒

煽縁部 と底部 との境 に稜 をもつ。 子 、雲母含 む

底部 は丸 底であ る。

3 F-2 圷 口径(14.0) 口縁部内外面はヨコナデ。底部外面は 細 粒砂、中粒砂、 外面:に ぶい榿 不良 口縁部

残存 高3.0 ヘ ラケズ リ。 赤褐色粒子、雲 色7.5YR-7/4 の10銘

口縁 部は段 をもち外方へ 開 く。 口縁部 母含む 内面:榿 色7.5

と底部 との境に稜が ある。 YR-7/6

4 F-2 杯 口 径(12.0) 口縁部内外面はヨコナデ。底部外面は 細粒砂、中粒 砂、 外面:榿 色5YR 良好 口縁部

残 存高3.6 ヘ ラケズ リ。 雲母多量 に奮 一6/6 の15%

[]縁 部は段 をもち外方 に開 く。 口縁部 む 内面:浅 黄榿色

と底 部 との境に ゆるや かな稜を もつ。 10YR-8/3

5 F-2 杯 口 径(12.1) 口縁 部内外面 は ヨコナデ。 底部外面 は 細粒砂、中粒 砂、 外 面:明 赤 褐 色 普通 15%

残 存高3.3 ヘラケズ リ、内面 はナデ。 黒色 粒 子、赤 褐 2.5YR-5/8、 (口縁部

口縁 部はやや外 方へ 開 く。 ゆるやか な 色粒子含む 禮 色7.5YR-7/6 の20%)

段 を もち、 口縁 部 と底部 との境 に稜 を 内面:榿 色5YR

もつ。底部はゆ るい丸 底。 も/8、にぶ い褐

色7.5YR-5/4

6 F-2 杯 口 径12.0 口縁部内外面はヨコナデ。底部外面は 細粒砂、中粒砂、 燈 色5YR-6/8、 不良 10%以 脆弱

残存高3.4 ヘ ラケズ リ?、 内面は ナデ?(底 部 内 白色 粒 子、赤 褐 機 色7.5YR-7/6 下

外 面の器面が もろくて不明。) 色粒子含む

口縁部 は段 を もち、外方 へ開 く。 口縁

部 と底部 との境 に稜 をもつ。底部 は丸

底である。

7 F-2 杯 底 部(11.2) 口縁部 内外 面は ヨコナデ。底部外 面は 細粒砂、中粒砂、 外 面:に ぶ い赤 良好 20% 外面に黒

残存高3。9 ヘ ラケズ リ、 内面 はナデ。 粗 粒砂、白色粒 褐 色2.5YR-4/4 礎 あ り。

口縁部 はや や外方 へ開き、わずか な段 子、赤褐色粒子、 内面燈 色2。5YR

を もち、 口縁 部 と底部 との境 に稜 を も 雲母含む 一6/8

つ。底部 は直線的 に中心に向か ってナ

ナ メにお りて い く。

8 E-2 圷 口径(1L6) 器面が脆弱で摩滅が激しく調整は不明。 細粒砂、中粒砂、 燈色5YR-6/8 不良 20% 器面摩滅。

残存高2,7 口縁部は直立す る。底部は丸底で ある。 粗粒砂含む

9 F2 圷蓋 口径(14.2) ロクロ成形。 ロク ロナデ。 細粒砂、中粒砂、 灰白色5Y-7/1 不良 口縁部

残存高3ユ 口縁部 はやや外方 へ開 く。 口縁部 と体 白色粒子含む の10%

部 との境 にゆるやかな稜 をもつ。
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番号 グ リット 器種 法 量(Cln) 手法 ・形態 の特徴等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

10 B-2 高杯 脚 径13.0 杯部外面は脚部との接合箇所か らタテ 細粒砂、中粒砂、 明赤褐 色2.5YR 良好 60% 脚部裾部

残存高1α6 方向のヘ ラケズ リ。 内面はナデ。 粗 粒 砂、細 礫 、 る/6 の内面に

脚部柱状部外面はタテ方向のナデ。 白色粒 子、黒 色 脚 部内面:明 赤 黒 斑あ り。

内面は断続 的なヘ ラによる整形。裾 部 粒子、長石含む 褐 色2.5Y-5/6、

内外面はナデ。 灰黄 褐色10YR

柱状の脚部に屈折して開いた裾部をも 一6/2

ち、先端はやや上 方に跳ね上が る。

11 C-2 高圷 残存高10.2 杯部外面 の稜 よ り下はヘ ラケ ズリ。 細粒砂、中粒砂、 外 面:榿 色5YR 良好 脚部の 外面に黒

内面はナデ。脚部外面はタテ方向のナ 粗 粒砂、白色粒 一6/6
、にぶ い黄 80% 斑 あ り。

デ。脚部 内面は断続 的なヘ ラケ ズ リに 子、黒 色 粒 子 、 檀 色10YR-7/2

よ る整 形。 中間 にケズ リの際 のバ リが 褐色粒子含む 内面:オ リーブ

残 存 。 黒 色5Y-3/1、

圷部 は稜 を もつ。脚部 はやや長 めの ド にぶい黄機色

方の幅が大きい柱状部に屈折して大き 10YR-7/2

く開 いた裾部 をもつ。脚部 中央1箇 所

に穿孔が あるが貫 通 していな い。

i2 A-2 杯身 口径(9.8) ロクロ成形。 罎転 ナデ。 細粒砂、中粒砂、 灰 白 色N-7/、 良好 口縁部

残存高L5 口縁部 に受け部が つき、 口縁 は内傾す 臼色粒 子、黒色 (堅緻) の20%

る。 口唇部 は丸 い。 自然粕がか かる。 粒子含む

13 C-2 高杯 一 外面 は指ナデ。稜 の部分は ヨコナデ。 細粒砂、中粒砂、 外 尚:に ぶい榿 良好 圷部下

内面はヘ ラナデ? 粗 粒 砂、細 礫、 色5YR-6/4、 褐 半破片

杯部 には上半 との境に稜 をもつ。 白色粒 子、黒色 灰 色10YR-4/1

粒 子、赤 褐 色粒 内面:に ぶい褐

子、雲母含む 色7.5YR-6/3

14 C-2 高杯 脚 径(9.4) ロクロ成形。 ロク ロ回転ナデ。 細粒砂、中粒砂、 灰色N-6/ 良好 脚裾部

残存 高2.5 脚部裾部 は大 き くやや内湾 ぎみに開き、 白色粒 子、黒色 の10%

口唇部 は上下方につ まみ 出す。 粒子含む

15 F-2 鉢 口径(16.8) 口縁 部内外面 はヨコナデ。体 部外面は 中粒砂、粗粒砂、 外面:に ぶい黄 良好 口縁部 外面に黒

残存 高6.9 ヘラケズ リ、内面はヘ ラナデ? 細 礫、赤褐 色粒 禮色10YR-6/3 の15% 斑 あ り。

口縁部はやや外反する。口縁端部は外 子、雲母含 む 内面:に ぶい機

方 へ屈曲す る。体 部はやや 内湾 しなが 色7.5YR-7/3、

らお りる 。 にぶ い褐色7、5

YR-5/3

16 C-2 高杯 脚 径(13.9) 脚部 外面はナデ、内面は ヘラケズ リ。 中粒砂 、粗粒砂 、 外面:明赤褐色 良好 裾部 の

残存 高3.9 裾部 内外 面はヘ ラナデ。 細 礫(¢31nm)、 2,5YR-5/6、 10%

裾部 は大き く屈曲 して 開く。 白色 粒子、雲 母 一部灰黄褐色

含む 10YR-6/2

内面:明 赤掲色

2.5YR-5/6

17 C-2 壼 口径(143)
、

目縁 部は ヨコナデ。 中粒砂、粗粒砂 、 外面:に ぶい赤 良好 口縁部

残存高3.5 口縁部は大 き く開 く二 重口縁?口 唇部 細礫、白色粒 子 褐色5YR-5/4 の15驚

は平坦であ る。 赤褐色粒 了＼雲 内面:明 赤褐色

母含む 2.5YRも/6

18 C-2 壺 「1径(/8.6) 口縁部内外面は ヨコナデ。 中粒砂、粗 粒砂 、 外面:灰 褐色7.5 良好 口縁部 器面若干

頸 部 径(13.7) 〔]縁部は屈曲 して大 き く開 く二重 口縁。 細礫、白色 粒子 、 YR-6/2 の10% 粗 い。

口唇部は平坦で ある。 長石、石英 、雲母 内面:に ぶ い機 以下

含む 色5YR-6/3

19 B-2 壷 頸部径(132) 胴部外面 はヘラナデ?、 内面はヘ ラナ 中粒砂、粗 粒砂、 外面:に ぶ い褐 良好 胴 部上 外面に黒
Φゴ、

デの痕跡残 る。粘±輪積 み痕残 る。 細礫、白色粒子、 色7,5YR-5/4 半の20 斑 あ り。

胴部は球形。 長石、雲母 含む 内面:灰 褐色7.5 %

YR-4/2、 黒 色

10YR-2/1

20 D-2 壷 頸 部 径(14.0) 口縁部内外面はヨコナデ?胴 部外面は 中粒砂、粗粒砂、 外面:燈 色2.5 普通 胴部上

胴部最大径 ミガキ?胴 部 内面 はナデ 。 細 礫 多 量、白色 YR-6/6、 にぶ い 半破片

(18.3) 口縁部は外方へ屈曲して開くと思われ 粒子、黒色粒子、 黄褐色10YR一

残存高(9.8) る。胴部は丸 い。 赤褐色粒子含む 7/2

内面:橦 色2,5

YR-6/6、 褐 灰 色

7.5YR-4/1
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番号 グ リッ ト 器種 法 量(cm) 手法 ・形態 の特 徴等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

21 B-2 甕 口径(14.5) ロクロ成形。 口縁部内外面は 回転 ナデ。 細粒砂 、中粒砂、 外面:青 灰 色 良好 口縁部

残存高4.9 胴部外面 はカキ 目。 粗 粒砂 、白色粒 5PB-5/1 (堅緻) の30%

口縁部は鳥頭 状を呈 し、外反 して開 く。 子含む 内面:明 青灰色

口唇部は平坦 である。 5PB-7/1、 暗 灰

色N-3/

22 C-2 台付甕 口径(21.0) 口縁 部内外面 はヨコナデ。体部 は磯毛 細粒砂 、中粒砂、 外面:榿 色5YR 良好 口縁部

残存縞33 が施 され る。 粗 粒砂 、白色粒 一6/6
、に ぶ い 機 の20%

口縁 は くずれ たS字 状 を呈す。 やや厚 子、黒色粒 子、 色7.5YR-7/4

め 。 赤 褐 色粒 子、雲 内面:灰 白色2.5

母含む Y-7/1、 鐙 色5YR

一6/6

23 C-2 台付甕 口径(16.4) 口縁 部内外面 は ヨコナデ。 頸部、肩部 中粒砂 、粗粒砂 、 外面:に ぶい榿 普通 口縁部

残存 高6。9 外面はタテ方向の届粍 目。頸部内面に 白色 粒子、赤褐 色7.5YR4/4 か ら肩

指ナデ痕 あ り。肩部内面 はナデ。 色 粒 子多 量、雲 内面:に ぶい黄 部の

S字 状 口縁。 口縁 部はやや外方 に広が 母含む 榿色10YRも/4 20%

り端 部は丸 くおさ まる。 口縁部 内面は

明瞭 な稜 を もつ。

24 C-2 台付甕 一 脚部外 面は細か い刷毛が施 されている。 細 粒 砂、中粒砂 外面:赤 色10YR 普通 聯部の

脚部 内面はナデ。体部 内面 はナデ。 多 量、粗 粒 砂、 一5/6 50%

内湾 ぎみに開 く脚部 をもつ。 白色粒 子 多量、 内面;榿色2.5YR

黒 色 粒子 、褐 色 一6/8
、灰 褐 色7.5

粒子、長石、雲母 YR-5/2

含む

25 D-2 壺 口 径(15.2) 口縁部内外面はナデ。胴部はヘラケズ 細 粒砂、中粒 砂、 外面:赤 褐色10 良好 口縁部

頸 部 径(12.4) リ? 白色 粒子 、黒 色 R-5/4、 にぶ い の20%

残存高4.8 口縁 部は大 きく外反す る。 粒 子、赤 褐色 粒 褐 色7.5YR-5/3

子、雲母含 む 内面:赤 褐色10

R-6/4、 灰 黄 褐 色

圭OYR-6/2

26 C-2 壷 口径(19.3) 口縁部内外面はヨコナデ。胴部外面は 細粒砂、中粒砂、 榿 色7.5YR-6/6 良好 口縁部

頸 部 径(15.0) ヘラナデ?胴 部 内面 はナデ。 粗粒 砂、白色 粒 の10%

残存高7.0 口縁部 はゆるやか に外 反 し、二重 口縁 子、黒 色 粒 子、 以下

状を呈す。 赤褐色粒 子含

む

27 C-2 甕 口径(18.1) 口縁部 内外面 はヨコナデ。 中粒砂、粗粒砂、 外面:に ぶ い赤 良好 口縁部

頸部径(154) 口縁部は外反 して立つ。 細 礫(¢3mm)、 榿 色2.5YR-4/4 の15%

残存高5.1 白色粒 子、黒 色 内面:に ぶ い機

粒 子、赤 褐色 粒 色7.5YR-6/4

子、長石、雲母

含む

28 G2 甕 脚 径(18.6) 口縁部 内外面 はヨコナデ。 細粒砂、中粒砂、 外 面:に ぶ い褐 良好 口縁部 外面に黒

残存高5,8 口縁部 は外 反し、 くの字状 を呈す る。 粗粒砂、細礫、 色7,5YR-5/4、 の15% 磯 あ り。

端部は崩れた鳥頭状を呈す。 白色粒 子、黒色 内面:明 赤褐 色

粒 子、赤 褐 色粒 5YR-5/6

子、長石、雲母

含む

29 F-2 甕 口径(21.0) 口縁部内外面はヨコナデ。胴部外面は 中粒砂 、粗粒砂、 外面:灰 褐 色 良好 口縁部

残存 高3.9 ヘ ラケズ リ。 細 礫(¢5mm角 7.5YR-4/2 の15%

口縁 部は大 きく開 く。 口唇部 に凹みが 礫)、白色 粒 子、 内面:灰黄褐色

あ り平坦で ある。 胴部は ほぼ垂 直 にお 長石含む 10YRる/2

りる。

30 E-2 甕 頸 部 径(18.0) 口縁 部内外面 はヨコナデ。胴 部外面は 中粒砂 、粗粒砂 、 外面:燈 色7,5 普通 胴部 上

タテ方向の ヘラケズ リ。 内面 は ヨコ方 白色 粒子、赤 褐 YR-6/6、 に ぶ い 半破片

向のヘラナデ。 色粒子含む 褐 色7.5YR-5/4 15%

口縁 部は大 き く外反す る。胴 部は ほぼ 内面:に ぶ い黄

垂直 にお りる。 榿色10YR-7/4

31 D-2 壷 底径9,0 底部外面はヘラケズリ。胴部の底部直 中粒砂、粗粒砂、 外面:明赤褐色 良好 底部の

残存高1.9 上はヘ ラ状 工具に よるナデ 圧痕残 る。 細礫、白色粒 子 2,5YR-5/6 95%

底部 内面はナデ。 多量、黒 色粒子、 内面:に ぶ い褐

底部 は平底。 赤褐 色 粒 子、長 色7.5YR-6/3

石、雲母 含む
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番月 グ リッ ト 器種 法量(αn) 手法 ・形態 の特徴等 胎土 色調 焼成 残存率 備考

32 C2 壷 底 径7.0 底部外 面はヘ ラケズ リ。底部 内面は指 細粒砂 、中粒砂、 明 褐 色2.5YR一 普通 底部破 器面粗 い。

残 存高1.9 ナデ。体部外 面は指ナデ。 粗粒砂 多量、細 5/6、にぶ い赤褐 片 底部内面

底部 は平底。 礫(¢4nlm)多 量 、 色5YR-5/4 にスス付

白色 粒 子、黒 色 着 。

粒 子、褐色粒子 、

雲骨含む

33 C-2 壺 底径62 底部 周縁 はヘ ラケズ リ。 中央 はナデ。 細粒 砂、中粒砂 、 外 面:榿 色5YR一 良好 底部 の

残存 高1.3 胴部 の底 部直上はヘ ラ状工具 のナデ。 粗 粒 砂 多量、細 6/6、にぶい黄 70%

そ れよ り上は ヘラケ ズリ。 底部内面 は 礫(片 岩)多 量、 燈色10YR-6/3

ヘ ラナデ。 白色 粒子 、黒 色 内面:黒 褐色10

底部 はあげ底で ドーナ ツ状で ある。 粒子、石英 、雲 YR3/1

母含む

34 C-2 甕 底 径(4.7) 体 部外面はナデ。底部外面 はヘ ラナデ。 中粒砂、粗 粒砂 、 外面:明赤褐色 良好 底部 の 外面に黒

残存 高1.7 内面はナデ。 細礫、白色 粒子、 5YR-5/6 40% 斑 あ り。

底 部は平底。 赤褐 色 粒子、長 内面:に ぶ い榿

石、雲母 含む 色7.5YR-6/4

35 E-2 鉄製品 長 さ3.4 刀子の先端状の鉄製品。切先状の端か 用途不 明。

最大幅L2 ら3。6cn}の所 に段 をもち、2本 筒 を束 ね

厚 さ5.0 たよ うな形状 のものが接続 する。

36 E-2 鉄製晶 長 さ4.4 長楕 円の筒状 製晶。片面 の2箇 所 に凸 用 途不 明。

幅1.7 型の突起がつき、断面は先端が隅丸で

厚 さ0.8 ある。筒はU字 状 で全 周せず接 しな い。

突起高0.4

突起径0.4

V調 査 のまとめ
前中西遺跡は、沖積扇状地である新荒川扇状地の縁辺部上に立地し、遺跡の継続時期も弥生時代中期

(須和田式期)か ら平安時代までと長期にわたる遺跡である。本遺跡は、上之地区の土地区画整理事業

に伴 う事前の試掘調査によって知 られるところとなったのは前述 したが、今回の調査とは別 に土地区画

整理事業に伴って熊谷市教育委員会が3回 発掘調査を行っている。

1回 目は平成8年 度に調査され、弥生時代後期の住居跡4軒 、古墳時代前期の住居跡2軒 、古墳時代

後期の住居跡7軒 、古墳時代前期か ら後期にわたる祭祀が行われた竪穴状遺構3基 、古墳時代後期から

平安時代にわたる祭祀土器溜まり遺構1基 、平安時代の住居跡1軒 ・掘立柱建物跡7棟 等が検出されて

いる。弥生時代後期の住居跡か らは、樽式の片口鉢等の土器の他に環状石斧 ・磨製石鍛等の石製晶が出

土している。古墳時代全般にわたっての祭祀竪穴状遺構では、多数の土器 と伴に剣形滑石製模造品、管

玉 ・臼玉 ・土製の玉等の玉類が出土してお り、隣接する土墳内では多数の馬歯が出土し、水辺の祭祀に

関わる犠牲馬の可能性 も考えられる。 この水辺の祭祀に関しては、遺跡内で微高地及び低湿地の旧地形

が確認され、この低湿地に望む微高地において古墳時代後期から平安時代にわたって連綿 と祭祀が行わ

れていたと推測している。また、低湿地に土器等を投げ入れた祭祀跡が土器溜まりとして検出される形

でも確認された。一方、掘立柱建物跡の柱穴か らは瓦も検出されたことから、瓦葺き建物の存在の可能

性が想定され、この地が平安期には特別な性格をもった地区であったとも考えられる。

2回 目は平成9年 度に調査され、弥生時代中期の再葬墓5基 ・方形周溝墓3基 ・住居跡1軒 、古墳時

代後期の住居跡1軒 、平安時代の溝跡1条 ・掘立柱建物跡2棟 等が検出されている。弥生時代中期(須

和田式期)の 再葬墓と方形周溝墓が検出されたのは特筆すべきことで、関東地方北部須和田式期の再葬
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墓から方形周溝墓導入への墓制の過渡期的様相が窺える好資料として評価できる。住居跡は、焼失住居

で焼土 と炭化物で覆われていた。また、平安時代の溝跡は、平成8年 度調査の掘立柱建物跡群と関連 し

て、 これ らの建物群で構成される集落を区画する溝 と考えられ、L字 に屈曲する部分が確認されている。

そして、3回 目は今回の調査の後に調査されている平成10年度の調査であるが、まだ調査中であるの

で、 ここでは割愛させていただ くことにする。

さて、今回の調査では、遺構は竪穴遺構6基 、±坑6基 、ピット27基、溝跡1条 、遺物は土師器を中

心に須恵器を検出し、時期は古墳時代後期を中心に、古墳時代前期から後期までの時期であった。いず

れの遺構 も中期から後期が主体で、特に唯一の溝跡である第1号 溝跡か らは前期の遺物も見 られ、遺物

包含層中でも前期から後期にわたる遺物が出土している。つまり、古墳時代全般にわたる資料を提供で

きた調査であった。調査区は、位置的に見ると前述の第1回 ・第2回 の調査区のすぐ南にあたり、遺跡

範囲の南端に位置する。南には、やは り弥生時代中期の土器が出土している平戸遺跡が存在 し、ちょう

ど弥生時代の遺構検出区に挟まれた形になっている。

ところで、今回の調査において特殊な遺物 としては、石製紡錘車(第12図 の8)と 須恵器の転用硯

(第13図 の14)が 挙げられる。そ こでこの石製紡錘車及び転用硯について若干まとめて本稿のまとめに

代えたいと思 う。では、最初に転用硯から述べていくことにする。

転用硯は第4号 竪穴遺構か ら多量の杯等の土師器 と伴に出土 したものである。須恵器の甕片を丸 くし、

端部を丁寧に面取りし作 られたもので、残念ながら欠損箇所が見 られ全体像は把握できないが現存形で

ポケット状を呈 している。細かい平行タタキ目痕の残る面を硯面 として使用 したようで墨が若干残存 し

ている。 もう一方の面は同心円のあて具痕が明瞭に残っている。本遺構は出土した土師器から7世 紀後

半から8世 紀初頭の時期が適当と考えられ、ちょうど出挙木簡を出土した行田市小敷田遺跡第97号 土壌

と同様の時期であることが思い出される。この土壌の木簡の存在は、字の存在が認識でき、また本遺跡

の須恵器甕を転用した硯の存在も字の存在を想定することができる。つまり共通して字の存在を認める

ことができる。 このことから本遺物は、本遺跡における識字人物の存在をも想定できるという興味深い

遺物であると言える。

ところで本遺跡は、小敷田遺跡 とも直線にして約2kmと いう距離関係にある。また、古代律令期にお

ける郡域 としては、当地区は 「大里郡」として考えられ、小敷田遺跡も同郡内の遺跡としての共通点が

ある。そしてさ らに、水系においても両者とも忍川水系下の遺跡 という共通点を持ち合わせていること

に注目したい。当時、土地利用での水田開発に際し用排水の確保は重要なポイン トであ り、その水路を

統制 ・掌握すると言うことは生活基盤である農業生産の安定につながることと考えられ、その人物の存

在が考えられている。こういった意味でも同じ水系下にあると言 うことは、支配関係はともかくとして

相互に共通性があるのではないかと考えたい。さらには、小敷田遺跡が官衙的要素を示すこと、前述の

とおり本遺跡が瓦葺き建物群の存在を想定させる様相をもちあわせていること、そ して両者に挟まって

やはり一般集落 とは様相が異なる特殊性をもつ諏訪木遺跡の存在 と、当地域はかなり興味深い問題を提

起している遺跡の存在が目を引くなど、この転用硯がいろいろな角度から当地域を見ていくきっかけと

なる遺物でもあると考える。

それでは次に、もう1つ の特殊遺物である石製紡錘車について若干まとめてみたいと思う。
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本遺跡で出土 した紡錘車は、第2号 竪穴遺構から若干の土師器と伴に検出され、時期は土師器か ら古

墳時代後期と考えられる。紡錘車は、承知のとお り回転運動によって繊維に撚 りをかけて糸を作る道具

である紡錘(つ む)の 紡輪で回転に惰性を与えるおもりである。そして、紡錘はこれと中心を貫通する

紡茎というパーツか らなる。紡輪は±製、骨角製、石製、木製、鉄製品があり、紡茎は鉄製のもの以外

の多くは木製品であると考えられている。ちなみにこの紡茎は撚 りをかける時の回転軸であり、撚 りが

かかった糸を巻き付ける軸になることは民俗例から明らかである。古墳時代にいたり、実用的な鉄製紡

錘に対し石製紡錘特に碧玉 ・滑石製のものは祭祀物では仮器として存在したとされている。そ して、紡

錘は麻生産との関係で関東 ・中部地方からの出土が多 く、関西では絹生産が多いため紡錘の出土が少な

いといわれている。

では、本遺跡出土の紡錘車を見てみると、形態は広面側に幅は狭いが明瞭な端面を作 り出し、断面は

やや くびれた逆台形のものである。材質は滑石製で明緑灰色を呈す。そして、特徴的なのは線刻が描か

れているということである。その線刻は広面 ・狭面 とも軸孔か ら放射状に描かれ、 さらに広面 ・狭面端

部近 くに円に沿った線刻が、側面にも同様に円に沿って数条の線刻が描かれているものであった。広面

の方がより丁寧に描かれ、より装飾性をもっているように見える。

紡錘車は前述のとお り実用の道具であることから、当然使用における痕跡が残る可能性が考えられる。

本遺跡出土紡錘車を観察してみると、広面 ・狭面 ・端面 ・軸孔には明瞭な使用痕跡は認められない。強

いていえば広面側端面及び狭面端部に若干の摩耗が認められるだけである。また、広面 ・狭面 とも若干

の細かい傷が見えるが、糸を巻き取ることによってできた擦痕とは考えにくく、特に広面は民俗例等か

ら糸を巻き取る側 として理解されているので擦痕が残る可能性があるが、本例はむしろ明瞭な線刻を残

し使用痕跡を残していない。ただし、巻き取るものが糸 ということで痕跡が残 りにくいということもあ

り得るが。側面の摩耗も指で回転させる際に擦れて摩耗 したというよりは滑石という比較的軟 らかい材

質に起因するように思われる。また、軸孔についても紡茎を装着する際と引き抜く際につ くと思われる

擦れの痕跡は認められない。以上観察上からは実用品という面が認められないことになる。では、もう

一方の祭祀の仮器 としての面を考えれば、線刻という装飾性を重視することで、丁寧な線刻がなされて

いることか ら仮器 としての性格が強いといわざるを得ない状況である。しかし、一方で一般的に広面を

上に使用することから広面側の線刻が丁寧に描かれているとすれば、実用の際 目に見える部分に注意

を払ったとも考えられる。

鈴木孝之氏は、 『北島遺跡』IVの 報告書(引 用 ・参考文献参照)の 中で北島遺跡出土の線刻をもつ紡

錘車を検討されている。その中で氏は、北島遺跡の紡錘車例は、線刻を施す際にもそれを見る際にもお

そ らく狭面を上にして見たであろうとしている。また、糸巻き取 りの面がどち らであったかについては、

糸を巻き取 りはじめる段階で広面の方が糸に触れる面積が広 くなるということでたくさん糸を巻き取れ

るというが、それにはさほど意味がなく原則的に糸を巻き取るだけのことで軸棒に多く巻き取れば問題

ないとし、広面 ・狭面の面積の差が巻き取る糸の量に影響を及ぼ したとは思われないと論 じている。ま

た、祭祀等により、本来の目的以外の意味をもたせ、広面 ・狭面を意図的に使用または使用しない場合

は、特定の面のみ使用されたことになるとも論じている。 このことは本遺跡紡錘車例にも言えることで、

線刻は本来の目的すなわち実用以外の意図が反映しているとも言える。ただいずれにしても、線刻を描
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くことによって何 らかの意味を持たせたことは間違いないはずであるが、 これ以上のことは推測の域を

脱 し得ない状況である。

以上簡単ではあるが、線刻紡錘車 ・須恵器転用硯 という特殊遺物を挙げて考えるところをまとめてみ

たが、今回は限られた少ない資料の検討で類例資料 との比較 ・検討等が欠落 している。また、まだまだ

勉強不足 という感 も拭えないという状況である。今後機会があれば、類例を集め、さらに検討し、再考

を試みたいと考える。
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寺社下博他 『中条条里遺跡調査報告書1』 熊谷市教育委員会1979
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寺社下博他 『天神遺跡』熊谷市教育委員会1988

寺社下博 『中条遺跡群Ilr権 現山古墳 ・常光院東遺跡』熊谷市教育委員会1982

滝瀬芳之 『東川端遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第94集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業団

1990

増田逸朗他 『横塚山古墳』埼玉県遺跡調査会1971

山川守男 『城北遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第150集(財 〉埼玉県埋蔵文化財調査事業団

1995

寺社下博 『中条遺跡群』熊谷市教育委員会1984

寺社下博 「三尻中学校遺跡」『埼玉県埋蔵文化財調査年報』昭和55年 度 埼玉県教育委員会1982

寺社下博 『中条遺跡群 ・中島遺跡』熊谷市教育委員会1980

川口 潤 『光屋敷遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第82集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業団

1989

金子正之 『三尻遺跡群 黒沢館 ・樋ノ上遺跡』熊谷市教育委員会1985

小川良祐他 『樋の上遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第59集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業

団1986

坂野和信他 『樋の上/皇 山』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第205集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査

事業団1998

金子正之 『三尻遺跡群 上辻 ・下辻遺跡』熊谷市教育委員会1982

金子正之L尻 遺跡群 上辻 ・下辻遺跡2熊 谷市教育委員会1984

中村倉司 『下辻遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第69集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業団

1987

川口 潤 『本郷前東遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第78集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業

団1989

寺社下博 『めつか』熊谷市教育委員会1983

利根川章彦他 『新ヶ谷戸』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第9集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業

団1982

中島洋一 『酒巻古墳群』行田市文化財調査報告書第20集 行田市教育委員会1988

寺社下博 「熊谷市籠原裏遺跡の調査」『第20回 遺跡発掘調査報告会発表要旨』埼玉考古学会他1987

『埼玉県古代寺院調査報告書』埼玉県県史編さん室1982

吉野 健 『西別府廃寺(第2次)』 熊谷市教育委員会1994

大場磐雄 ・小沢國平 「新発見の祭祀遺跡」『史跡と美術』第338号1963

富田和夫 『在家遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第220集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業団

1998

浅野晴樹 『北島遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第81集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業団

1989

中村倉司 『北島遺跡』 ∬ 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第88集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業

団1989

-47一



大谷 徹 『北島遺跡』皿 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第103集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事

業団1991

『埼玉の館城跡』埼玉県教育委員会1968

『埼玉の中世城館跡』埼玉県教育委員会1988

『中世の熊谷の武士たち』熊谷市立図書館1998

坂野和信 ・富田和夫 「飛鳥時代の関東 と畿内一北関東における7世 紀の土器様相一」『国際古代史シンポ

ジウム イン 矢吹 『東アジアにおける古代国家成立期の諸問題』国際古代史シ

ンポジウム実行委員会1996

鶴間正昭 「関東の7世 紀の土器」『古代の土器研究会第5回 シンポジウム 古代の土器研究 律令的土器

様式の西 ・東57世 紀の土器一』古代の土器研究会1997

坂野和信 「和泉式土器の成立について一序論一」『土曜考古』第16号 土曜考古学研究会1991

大里郡市文化財担当者会 「大里地域の遺跡H」 『埼玉考 古』第30号 埼玉考 占学会1993

角山幸洋 「織物」『古墳時代の研究』5生 産と流通1工 石野博信他編 雄山閣1991

『木器集成図録』近畿原始編 奈良国立文化財研究所 史料第36冊1993

立石盛詞他 『後張∬』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第26集(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業団

1983

昼間孝志他 『新屋敷遺跡D区 』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第194集(財)埼 玉県埋蔵文化財調

査事業団1998
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写 真 図 版



前中西遺跡全景(西 から)

前中西遺跡全景(東 から)
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図版2
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第6号 竪穴遺構、第6号 土坑、第24号 ピッ ト

図版3

第1号 溝 跡 、 第1～3号 ピ ッ ト
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図版4
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第1号 竪穴遺構 第12図 一1

第2号 竪穴遺構 第12図 一8

第4号 竪穴遺構 第13図 一2

第4号 竪穴遺構 第12図 一18
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図版5

第12図 一3～5

第4号 竪穴遺構 第13図 一5
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図版6
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図版7

第1号 溝跡 第21図 一5 第1号 溝跡 第21図 一3

第1号 溝跡 第21図 一8

第1号 溝跡 第21図 一4

第1号 溝跡 第22図 一20 第1号 溝 跡 第21図 一16

第1号 溝跡 第22図 一21

第1号 溝 跡 第21図 一13

第1号 溝跡 第22図 一23

第1号 溝跡 第22図 一24



図版8

第1号 溝跡 第22図 一26(口 縁部)

第1号 溝跡 第22図 一26(体 部)

第1号 溝跡 第22図 一27
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